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開会 午前 ９時５７分 

────────────────────────────────── 

◎開会宣告 

○議長（松政勝君） おはようございます。会議に入ります前に申し上げます。 

今会期中は、広報及び報道関係者の写真撮影を許可しておりますので、申し上げておき

ます。 

また、夏季における服装の軽装化が実施されております。 

議場内においてもネクタイを着用しないことを許可しておりますので、あわせて申し上

げておきます。 

この際、申し上げます。別海町長水沼猛氏は、去る５月４日逝去されました。まことに

痛惜の極みでございます。ここに深く哀悼の意を表しますとともに、故人の御冥福をお祈

りし、謹んで黙祷をささげたいと存じます。 

御起立願います。黙祷。 

（黙祷） 

○議長（松政勝君） 黙祷を終わります。御着席ください。 

ただいまから平成２８年第２回別海町議会定例会を開会いたします。 

ただいま出席している議員は１６名であります。定足数に達しておりますので、直ちに

本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（松政勝君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、議長において指名いたします。 

１０番小林議員、１１番瀧川議員、１２番戸田議員、以上３名を指名いたします。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２ 議会運営委員会報告 

○議長（松政勝君） 日程第２ 議会運営委員長から委員会の協議概要について報告が

あります。 

なお、本件は報告のみであります。 

議会運営委員長。 

○議会運営委員長（西原 浩君） それでは、議会運営委員会の報告をいたします。 

６月２日及び６月６日に開催いたしました議会運営委員会で、本定例会に係る運営につ

いて協議をいたしましたので、その内容について報告申し上げます。 

本定例会に町側から提出されております案件は、全部で２３件であります。 

提出されました議案は、平成２８年度各会計補正予算が２件、条例の一部改正が４件、

町村議会議員公務災害補償等組合規約、市町村総合事務組合規約、市町村職員退職手当組

合規約、それぞれの変更が３件、工事請負契約の締結が４件、工事請負契約の一部変更が

１件、財産の取得が５件、辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定が１件、別海町教

育委員会委員の任命が１件、平成２７年度一般会計繰越明許費繰越計算書報告が１件、平

成２７年度一般会計事故繰越し繰越計算、その報告が１件であります。 

これら提出案件の全てについて、委員会の付託を省略し、本会議において、質疑、討

論・採決とすべきものと決定いたしました。 
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なお、報告第１号と第２号の平成２７年度別海町一般会計繰越明許費と事故繰越、それ

ぞれ繰越計算書につきましては、報告のみであります。 

次に、会期及び議事日程であります。 

本定例会の会期は、６月１３日から６月１４日までの２日間とし、１日目には、職務代

理者から行政報告と提出議案の概要説明のあと、提出議案の内容説明、質疑を行うことと

しました。 

１日目の本会議終了後には、各常任委員会を行います。 

２日目には、町側提出議案の討論・採決を行い、その後、議員提出案件等の内容説明、

質疑、討論・採決などを行うことといたしました。 

なお、本定例会においては、故水沼町長の急逝に伴い、会期を短縮し、一般質問は実施

しないことといたしましたので、御承知おき願います。 

また、１日目の本会議終了後に行われる各常任委員会については、タイトな日程での開

催となりますが、御理解いただきたいと思います。 

次に、請願・陳情等についてであります。 

受理いたしました請願・陳情等に係る対応については、受理したものが１件もありませ

んでした。 

次に、議員・委員会提出案件であります。 

現在予定されております提出案件は、議員提出案件が４件であります。 

１件目の「消費税増税中止を求める意見書」については瀧川議員から、２件目の「ＴＰ

Ｐ協定の国会批准をしないことを求める意見書」については中村議員から、３点目の「指

定団体制度の機能を維持するよう求める意見書」については、指定団体制度の仕組みは酪

農発展と持続を堅持するもので、その廃止は当町のような消費地から遠い酪農家に与える

影響が大きく、また、飲料向けに供給が偏り、需給の混乱が起こる可能性があるため、本

町の産業基盤を大きく揺るがすことということが考えられるため、西原議員から提出提案

されるものであります。４件目の「ＴＰＰ協定に関する意見書」は、ＴＰＰ協定について

は、食の安全保障や地域コミュニティーの崩壊など、農業者の不安は募るばかりであるた

め、地域の産業が持続的に発展する対策を講じることが必要であるため、西原議員から提

案されるものであります。 

それぞれ定例会最終日に提案されることになっております。 

最後に、「反問権」についてでありますが、理事者のほかに町の職員が、議長の許可に

より、議員の質問に対して論点・争点を明確にするためのもので、議会での議論が活性化

することとあわせて、町民の皆様にわかりやすくするために導入したものであります。 

理事者を初め、執行機関並びに議員各位には、その趣旨を十分理解していただきますよ

うお願いいたします。 

以上で、議会運営委員会で協議いたしました内容についての報告といたします。 

────────────────────────────────── 

◎日程第３ 会期決定の件 

○議長（松政勝君） 日程第３ 会期決定の件を議題といたします。 

お諮りします。 

この定例会の会期は、本日から６月１４日までの２日間といたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（松政勝君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は、本日から６月１４日までの２日間と決定いたしました。 

────────────────────────────────── 

◎日程第４ 諸般の報告 

○議長（松政勝君） 日程第４ 諸般の報告を行います。 

諸般の報告は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第５ 行政報告及び提出案件の概要説明 

○議長（松政勝君） 日程第５ 行政報告及び提出議案の概要説明を行います。 

別海町長職務代理者別海町副町長。 

○別海町長職務代理者別海町副町長（佐藤次春君） 皆さん、おはようございます。 

本日、平成２８年第２回の別海町議会定例会を招集させていただきました。 

本定例会は、水沼町長急逝により、別海町長職務代理者として招集させていただいたと

ころでございます。 

議員の皆様におかれましては、時節柄、大変お忙しい中御出席を賜り、まことにありが

とうございます。 

定例会開会に当たり、行政報告を申し上げます。 

初めに、故水沼猛別海町長の逝去並びに町葬の執行についてでございます。 

先ほど、本会議の開会に先立ち、本議場において黙祷がささげられましたが、水沼町長

におかれましては、５月４日午前８時３９分、多臓器不全により入院先の町立別海病院で

お亡くなりになりました。行年６７歳でした。 

御存知のとおり、水沼町長は本町大成の出身で、町議をおよそ５期務められ、町議会議

長から平成１９年別海町長選に出馬し、初当選をされました。 

昨年４月の統一地方選挙では、３選を果たされ、町のかじ取り役として気力・体力とも

に充実する中、町政執行に邁進されていただけに、まことに残念極まりない限りです。 

町といたしましては、郷土の発展に粉骨砕身していただきましたその功績に対し、最大

の敬意をもって弔意を表するべく、５月８日、９日の両日において、町葬を執り行わせて

いただきました。 

議員の皆様を初め、多くの方々にお運びいただき、心からお礼申し上げます。 

現職の町長を突然に失うという前例の無い状況ではございますが、現在も職員が一丸と

なって行政の諸課題に対処しているところであり、引き続き議会及び町民の皆様の御支援

と御協力の程をお願いする次第であります。 

 なお、関連事項としまして、町葬及び６月１９日を選挙期日とする町長選挙の経費につ

いては、予備費の充当によって対応したところでございます。 

次に、産業の動向について申し上げます。 

酪農畜産情勢で、町内の生乳生産は１月から４月末で１５万７千トン、対前年比１０

３.８％。販売額では１５２億５,３００万円、対前年比１０７.３％と引き続き好調な状

況が続いているところです。 

乳価については、昨年まで５年連続の値上げとなっていましたが、燃料高や飼料価格高

が一段落したことや乳牛価格の高騰などにより酪農家の経済状況が好調なことから、本年

度は据え置きとなっているものの、各種調整により平均乳代が２０銭引き上げられていま

す。 
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作況については、春先から平均気温が高かったことから、牧草が順調に成育し、一番草

の生育状況は例年に比べ３日早く、牧草収穫作業が早めに開始される見込みとなっている

ところです。 

また、デントコーンにつきましては４日早く播種を終了しております。 

次に、水産業の状況です。 

春季のホタテ漁は、５月３１日で操業を終えています。前年同期と比較すると、水揚数

量で９６％の２４,１０７トン。金額では１０９％の９１億３,０００万円と好調な海外需

要に加え、道内全体の生産量減少から高価格が続き、好調であった昨年をも上回る水揚金

額となっています。 

また、全魚種での比較でも、水揚数量で９５％、金額では１０７％と好調の中で春漁を

終えております。 

野付湾の風物詩でもあるホッカイシマエビ漁につきましては、今月中旬からの夏漁に向

け準備が進められています。漁期前の資源量調査では、昨年の調査時を若干下回る結果で

はありましたが、アマモの繁茂状態も良く、後続資源に期待を持てる生息環境であると聞

いております。 

続いて、エゾシカの駆除状況ですが、本年度の春駆除は５月６日から５月３１日までの

２６日間で、１,７５０頭の計画に対して１,１１３頭を銃器により駆除して終了していま

す。当初の計画頭数を大幅に下回った要因としては、年々シカの警戒心が強まっているこ

とや駆除従事者が少なかったことによるものと考えますが、今後も農林業被害や住民生活

の環境改善に向け、猟友会とも協議の上、個体数の調整に努めてまいります。 

次に、商工業と観光についてです。 

平成２７年度の主な中小企業振興事業の実施状況は、町内建築業者の受注機会確保を目

的とした「地域貢献中小企業支援事業」が４４件、開業支援・経営拡大助成等を目的とし

た「起業家支援事業」が５件、商店街活性化を目的とした「にぎわい商店街創造事業」が

１１件となりました。 

今後も中小企業振興基本条例の理念に基づき、中小企業の振興に努めてまいります。 

 観光客の入り込み状況ですが、平成２７年度の最終実績としては、天候等の影響から、

前年比１０.４％減の２７５,５００人となったものの、関連施設の入り込みでは、道の駅

で対前年比１１２％、尾岱沼キャンプ場が１１６％と一部施設を除き順調に推移しまし

た。 

 また、低気圧被害により仮設で対応していたトドワラ木道につきましては、北海道によ

り新たな木道が整備され、シーズン当初から利用されております。 

なお、今年度の入り込み状況につきましては、５月１５日に開催した「ジャンボホタ

テ・ホッキ祭り」に８,０００人が訪れ、春の味覚を楽しんでいただきました。 

また、５月７日から６月１９日にかけて延べ８日間開催している「尾岱沼潮干狩りフェ

スティバル」にも多くの方が来場され、春のイベントを楽しんでいただいております。 

次に、福祉関係で、公的介護施設等基盤整備事業についてです。 

第６期介護保険事業計画に基づき予定していた、公的介護施設等基盤整備事業について

は、４月４日から４月２５日までの期間で、中央地区以外の圏域を指定し、認知症対応共

同生活介護サービス、いわゆるグループホームの設置候補者公募を行ったところです。 

公募施設は１施設。規模は２つのユニットで定員１８人。公募の結果、本町で同様の事

業を行なっている事業者１者から応募がありました。 
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 設置候補者の決定に関しましては、「別海町地域密着型サービス事業所の指定に関する

設置候補者選定要綱」に基づき、申請内容の審査等を行いました。 

審査に当たっては、５月１９日に別海町介護保険事業計画等策定委員会での検討及び審

議により御意見を頂き、申請内容が適正なことから、応募者である事業者を設置候補者と

して決定したところです。 

 設置圏域は西部地区、西春別駅前で、今年度中に事業を開始する予定となっています。 

行政報告の最後になりますが、別海高等学校普通科の間口復活についてです。 

平成２６年度に２学級に減となってから、学級増の取り組みを行ってきたところです

が、今月７日、道教委が公表した「公立高等学校配置計画（案）」において、平成２９年

度１学級増が盛り込まれました。 

計画の確定は９月となりますが、この間、議会、町民の皆様の御理解、御協力を得て

行ってきた要請、高校への支援施策、高校並びに関係者による出願者増の取り組みが評価

されたものと考えております。 

水沼町長も、町の将来に向けた最重要課題のひとつとして、再三、道や道教委へ足を運

んでおりましたが、この報告を喜んでいることと思います。 

今後も、生徒、保護者に入学希望していただけるよう、魅力ある学校づくりを高校と連

携して進めていくとともに、通学環境の向上などにも努めてまいりますので、引き続き御

理解と御協力をお願いいたします。 

以上をもちまして、行政報告とさせていただきます。 

次に、本定例会に提出いたしました議案等について、概要を説明させていただきます。 

なお、提案理由につきましては、議案等について上程された際に詳細を説明いたします

ので、私からは概略の説明とさせていただきます。 

 提出いたしました案件は、議案が２０件、同意が１件、報告が２件でございます。 

議案第５０号は、「平成２８年度一般会計補正予算」でございます。 

新規事業の追加や既存事業での増額を見込むものの、道営事業や国の交付金事業の内示

額変更により、合計で１,７１０万円を減額補正するものです。 

議案第５１号は、「平成２８年度国民健康保険特別会計補正予算」ですが、当初予算編

成時点では国民健康保険税算出の基礎となる前年の所得等、未確定な部分があることから

補正を前提としていたものでございます。 

 この度、平成２７年分の所得確定及び議案第５３号で提案いたします別海町国民健康保

険税条例の一部改正に基づき算定を行い、３,４００万円を増額するものでございます。 

議案第５２号は、「別海町町税条例等の一部を改正する条例の制定について」でござい

ます。 

「地方税法等の一部を改正する等の法律」の公布に伴い、所要の改正を行うものです。 

 議案第５３号は、「別海町国民健康保険税条例の一部改正」でございます。 

 「地方税法施行令等の一部を改正する等の政令」の公布に伴い、国民健康保険税の課税

限度額を現行の８５万円から８９万円に引き上げをするもののほか、軽減措置の判定基準

を変更する条例改正を行うものでございます。 

議案第５４号「別海町立保育園運営委員会条例の一部改正」は、別海町立保育園が別海

町立認定こども園（保育所型）に移行したことに伴い、条例の題名を改めることに加え、

関係する文言の整理等を行うものです。 

議案第５５号は、別海小学校及び別海中学校の閉校による本別海水泳プールの廃止に伴
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い、「別海町社会体育施設設置条例の一部を改正」するものです。 

議案第５６号の「北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について」、議案

第５７号の「北海道市町村総合事務組合規約の変更について」及び議案第５８号の「北海

道市町村職員退職手当組合規約の変更について」は、いずれも組合の構成団体に増減が生

じたことが主な理由で、それぞれの組合から規約変更の協議があったものです。 

議案第５９号から議案第６２号までの「工事請負契約の締結について」は、６月６日に

入札を行った工事のうち、予定価格が１件５,０００万円を超えるものについて、議会の

議決を求めるものでございます。 

議案第６３号は、「工事請負契約の一部変更について」でございます。平成２７年１２

月に締結した改良舗装請負契約の契約金額を変更するため、議会の議決を求めるものでご

ざいます。 

議案第６４号から６８号までは、「財産の取得について」でございます。 

取得する物件は、議案第６４号が「消防ポンプ自動車」、議案第６５号が「高規格救急自

動車」、議案第６６号が「生活バス」、議案第６７号が「除雪グレーダー」、議案第６８

号が「移動図書館車両」で、現有車両をそれぞれ更新するものですが、いずれも取得価格

が１,５００万円を越えることから、議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第６９号は、「辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について」でございま

す。 

 本議案は、走古丹辺地及び奥行辺地で新たに整備対象となる施設が生じたことから、平

成２８年度から５年間の整備計画を新たに策定するものです。 

同意第２号は、「別海町教育委員会委員の任命について」でございます。 

 教育委員会委員のお一人であった上田茂さんが、本年３月７日に急逝されたことから、

新たな教育委員を任命いたしたく、議会の同意を求めるものでございます。 

報告第１号は、「平成２７年度別海町一般会計繰越明許費繰越計算書について」でござ

います。 

平成２７年度から平成２８年度に繰り越した１０の事業について、繰越計算書を調整し

たので、議会に報告するものでございます。 

報告第２号の「平成２７年度別海町一般会計事故繰越し繰越計算書について」は、平成

２７年度の年度内に支出負担行為をしたものの、避けがたい事故のため、予算を２８年度

に繰り越した事業について、繰越計算書を調整したので、議会に報告するものでございま

す。 

 以上で、提出いたしました議案の概要説明とさせていただきます。 

 どうぞ御審議の上で、御決定賜りますようお願いを申し上げます。 

────────────────────────────────── 

◎委員会付託省略の議決 

○議長（松政勝君） ここでお諮りします。 

本定例会に提出されております日程第６ 議案第５０号から日程第２６ 同意第２号ま

での２１件については、会議規則第３９条第３項の規定に基づき、委員会の付託は省略し

たいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（松政勝君） 異議なしと認めます。 
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したがって、日程第６ 議案第５０号から日程第２６ 同意第２号までの２１件につい

ては、委員会の付託は省略することに決定いたしました。 

────────────────────────────────── 

◎日程第６ 議案第５０号 

○議長（松政勝君） 日程第６ 議案第５０号平成２８年度別海町一般会計補正予算

（第１号）を議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

財政課長。 

○財政課長（阿部美幸君） 議案第５０号の内容説明をいたします。 

別冊の平成２８年度別海町一般会計補正予算書１ページをお開きください。 

平成２８年度別海町一般会計補正予算（第１号）。 

平成２８年度別海町一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

第１条、歳入歳出予算の補正。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,７１０万円を減額し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ１９３億２,２９０万円とする。 

２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

第２条、地方債の補正。 

地方債の追加・変更は、「第２表 地方債補正」による。 

次に、２ページをお開きください。 

「第１表 歳入歳出予算補正」です。「歳入」で、補正額の欄で申し上げます。 

１４款国庫支出金、１項と２項で１億８,１０１万６,０００円の減。 

１５款道支出金、１項から３項合わせまして、２億１,５１２万１,０００円の増。 

１７款寄附金、１項で３００万円の増。 

１８款繰入金、１項で１４０万円の減。 

２０款諸収入、５項で４９万５,０００円の増。 

２１款町債、１項で５,３３０万円の減。 

歳入合計で１,７１０万円を減額し、歳入予算の総額を１９３億２,２９０万円とするも

のです。 

次に３ページ。「歳出」です。 

２款総務費、１項と２項で４２１万９,０００円の増。 

３款民生費、１項と２項で４,１２０万８,０００円の増。 

４款衛生費、２項で６,０００万円の増。 

６款農林水産業費、１項と４項で１億９,４６３万２,０００円の増。 

７款商工費、１項で１,３６０万８,０００円の減。 

８款土木費、１項と２項で３億２,３００万３,０００円の減。 

９款消防費、１項で５４９万５,０００円の増。 

１０款教育費、１項から５項合わせまして、１,３７４万６,０００円の増。 

１１款災害復旧費、１項で２１万１,０００円の増。 

歳出合計で１,７１０万円を減額し、歳出予算の総額を１９３億２,２９０万円とするも

のです。 

４ページをお開きください。 
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「第２表 地方債補正」です。 

今回の補正は、「追加」と「変更」するもので、「追加」は１件です。 

「旧ごみ焼却処理施設煙突解体撤去事業」、限度額は「４,５００万円」。 

起債の方法は、「普通貸借又は証券発行」。 

利率は「３.０％以内（ただし、利率見直し方式で借入れし、利率の見直しを行った後

においては当該見直し後の利率）」。 

償還の方法は、「公的資金については、その融資条件により、その他の場合にはその債

権者と協定する。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上

償還もしくは低利に借換えすることができる。」というものです。 

今年度策定予定である、「公共施設等総合管理計画」に解体方針を示すことで、「除却

債」の対象となることから追加するものです。 

次に「変更」は６件となります。 

「本別海へき地保育園改築事業」は、起債対象経費精査により限度額を６１０万円増額

し、補正後の限度額を「９,８４０万円」とするものです。 

「西和地区基盤整備促進事業」から下段の「橋梁長寿命化補修事業」までの５事業につ

きましては、いずれも補助事業で、国の内示額変更により事業量が減となることから、限

度額を減額するものです。 

事業ごとの減額については省略させていただきますが、５事業全体で、限度額を１億４

４０万円減額し、補正後の限度額を「７,９５０万円」とするものです。 

「起債の方法」、「利率」、「償還の方法」については変更がありませんので、説明を

省略させていただきます。 

今回の追加と変更により、合計では補正前の限度額「１９億５００万円」から５,３３

０万円を減額し、補正後の限度額を「１８億５,１７０万円」とするものです。 

次に「歳入歳出補正予算事項別明細書」の内容について御説明いたしますが、「１．総

括」は省略し、「２歳入」から御説明させていただきます。 

７ページをお開きください。「２歳入」です。 

目の欄で御説明いたします。 

１４款国庫支出金、１項２目民生費国庫負担金５４３万４,０００円の増は、保険基盤

安定制度に係る国民健康保険支援保険料負担金を増するものです。 

２項１目総務費国庫補助金３７１万９,０００円の増は、個人番号カード交付する事業

費補助金を増するものです。 

２目民生費国庫補助金２,１９２万３,０００円の増は、所得の少ない方や障害年金、遺

族年金を受給されている方を対象とした臨時福祉給付事業に対する補助金と愛光幼稚園の

施設整備に対する補助金となります。 

４目農林水産業費国庫補助金９２８万円の増は、道東あさひ農協西春別地区の草地造成

改良事業に対する防衛施設周辺整備事業補助金を増するものです。 

５目土木費国庫補助金２億２,１３７万２,０００円の減は、国の内示額変更により、社

会資本整備総合交付金を減するものです。 

８ページをお開きください。 

１５款道支出金、１項１目民生費負担金４０５万５,０００円の増は、保険基盤安定制

度に係る国民健康保険軽減保険料負担金と国民健康保険支援保険料負担金を増するもので

す。 
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２項１目総務費補助金１万５,０００円の増は、交付内示額決定により土地利用規制等

対策費交付金を増するものです。 

２目民生費補助金３４６万５,０００円の増は、柏の実会が運営するデイサービスセン

ターのリフトつき送迎バス購入に係る地域づくり総合交付金です。 

４目農林水産業費補助金２億７２７万６,０００円の増は、国の内示額の変更により農

山漁村活性化交付金基盤整備促進事業補助金を減額し、畜産競争力強化緊急整備事業補助

金を増するものです。 

３項５目教育費委託金３１万円の増は、本目新設で、上西春別中学校で実施されて道徳

教育推進事業に対する委託金です。 

次に９ページ。 

１７款寄附金、１項１目一般寄附金３００万円の増は、一般寄附金１件分です。 

１８款繰入金、１項１目財政調整基金繰入金は１４０万円の減で、補正後の財政調整基

金繰入予算額は１０億７,３６０万円となり、平成２７年度予算で予定していた４億７,８

７５万２,０００円の繰り入れを行わずに済んだことから、予算上の基金残高は１９億１,

５８１万３,０００円となります。 

次に、１０ページをお開きください。 

２０款諸収入、５項１目雑入４９万５,０００円の増は、特別支援学級支援員２名増に

伴う社会保険収入の増が主なものです。 

２１款町債、１項２目民生債６１０万円の増は、本別海へき地保育園改築事業に係る起

債対象経費の精査により、保育園建設事業債を増するものです。 

３目衛生債４,５００万円の増は、旧ごみ焼却処理施設煙突の解体撤去について、除却

債の対象となることから、廃棄物処理施設で除却債を追加するものです。本目新設となっ

ております。 

４目農林水産業債３,７８０万円の減は、国の内示額の変更により事業量が減となった

ことから、基盤整備促進事業債を減するものです。 

５目土木債６,６６０万円の減は、同じく国の内示額の変更により、社会資本整備道路

交付金事業に係る道路改良事業債を減するものです。 

以上が歳入となります。 

次に「歳出」で、１１ページをお開きください。 

「３歳出」です。こちらも目の欄で御説明いたします。 

２款総務費、１項５目財産管理費２２万９,０００円の増は、野付半島災害時避難施設

のカセットコンロ、アルミマットなどを購入するために、防災センター等管理経費を増す

るものです。 

６目企画費３万３,０００円の増は、まちづくり計画策定事業の防衛省要望に係る事業

旅費の増と、地方創生加速化交付金事業費への組みかえによる中標津空港利用促進期成会

負担金の減によるものです。 

１４目電子計算管理費３７１万９,０００円の増は、通知カード、個人番号カード関連

事務委任に係る地方公共団体情報システム機構への交付金を増するものです。 

２項徴税費、１２ページに続きますが、２目賦課徴収費２３万８,０００円の増は、釧

路根室広域地方税滞納整理機構負担金を増するものです。 

１３ページ、３款民生費、１項１目社会福祉総務費１,２６５万２,０００円の増は、保

険基盤安定制度に係る国民健康保険特別会計への繰出金を増するものです。 
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２目老人福祉費３４６万５,０００円の増は、柏の実会で運営するデイサービスセン

ターの福祉車両購入事業に対する補助金です。 

８目臨時福祉給付事業費１,５４２万４,０００円の増は、本目新設で、１４ページに続

きますが、所得の少ない方を対象とした臨時福祉給付事業と、障害者年金、遺族年金受給

者を対象とした障害遺族年金受給者向け臨時福祉給付事業の追加です。 

２項１目児童福祉総務費９３１万５,０００円の増は、愛光幼稚園の施設整備に対する

認定こども園施設整備費補助金の追加です。 

５目へき地保育園３５万２,０００円の増は、豊原へき地保育園のフェンスの修繕料で

す。 

１５ページ、４款衛生費、２項３目塵じん芥処理場費６,０００万円の増は、旧ごみ焼

却処理施設煙突の解体撤去を行うものです。 

１６ページをお開きください。 

６款農林水産業費、１項１目農業委員会費２２万７,０００円の増は、農業委員会だよ

り発行に伴い、印刷製本費を増するものです。 

３目農業振興費２億５,３５５万２,０００円の増は、道東あさひ、中春別地域、計根別

地域の畜産クラスター協議会に対する畜産競争力強化緊急整備事業補助金の増が主なもの

です。 

４目畜産業費９２８万円の増は、道東あさひ農協西春別地区の草地造成改良事業に対す

る防衛施設周辺整備事業補助金を増するものです。 

６目農地費８,３８３万７,０００円の減は、国の内示額の変更により、基盤整備促進事

業を減するものです。 

１７ページ、４項２目水産業振興費１,５４１万円の増は、３カ年の計画で実施予定の

風蓮湖物揚場整備事業の調査設計委託料です。 

１８ページをお開きください。 

７款商工費、１項１目商工業振興費３万円の減と続きまして、２目観光費１,３５７万

８,０００円の減は、２０ページまで続きますが、いずれも平成２７年度から平成２８年

度へ繰り越した地方創生加速化交付金事業に組みかえたことによる減となります。 

２１ページ、８款土木費、１項１目土木総務費３０万２,０００円の増は、測量委託料

を増するものです。 

２項３目道路新設改良費３億２,３３０万５,０００円の減は、国の内示額の変更によ

り、社会資本整備道路交付金事業を減するものです。 

２２ページをお開きください。 

９款消防費、１項２目災害対策費５４９万５,０００円の増は、野付半島災害時避難施

設のベンチや換気口の設置工事を行う災害時避難施設建設事業の追加、また、尾岱沼、本

別海の潮位観測計の更新を行う防災管理システム整備事業の増によるものです。 

２３ページ、１０款教育費、１項３目教育指導費３１万円の増は、上西春別中学校で実

施される道徳教育推進事業に係る経費を増するものです。 

２項１目学校管理費４０５万２,０００円の増は、２４ページに続きますが、別海町小

学校屋外フェンスの撤去と設置に係る工事請負費と野付小学校に増員された特別支援学級

支援員の経費を増するものです。 

３項１目学校管理費２１２万円の増は、別海中央中学校に増員された特別支援学級支援

員の経費を増するものです。 
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４項１目幼稚園管理費９１万４,０００円の増は、中西別幼稚園のガラス飛散防止改修

工事を追加するものです。 

５項７目西公民館費６３５万円の増は、西公民館屋上の損傷拡大により、工事請負費を

増するものです。 

２５ページ、１１款災害復旧費、１項１目道路橋りょう災害復旧費２１万１,０００円

の増は、事業費割増額請求により、北海道災害復旧促進協会負担金を増するものです。 

以上で、議案第５０号一般会計補正予算の内容説明を終わります。 

○議長（松政勝君） 議案第５０号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

１５番佐藤議員。 

○１５番（佐藤雄君） １６ページの支出予算の関係で、農林水産業費の中の目の農業

振興費なのですけれども、畜産競争力強化事業費の補助２億５,０００万ですけれども、

トータルで２５億と非常に大きな数字なのですけれども、この２億５,０００万、先ほど

課長の説明がありました。 

あさひ、それから計根別、中春でしたか、この地域ということですけれども、中身の積

み上げがもしわかればお知らせをいただきたいなとこう思います。 

あともう１点はですね、１７ページの目３になりますけども水産業振興費。 

これ実は、先般、産業建設常任委員会で現地視察の中に組み入れられまして見ました。 

風蓮湖の関係の整備ですか。これにつきまして３０年ごろからピークで、総会承認いた

だいたということで、ことし１,５４０万ぐらいの支出というですが、これについての積

み上げと見通しをお願いしたいなと。 

以上です。 

○議長（松政勝君） 農政課長。 

○農政課長（門脇芳則君） 畜産クラスター事業関係の内容を説明いたしたいと思いま

す。 

まず、積み上げということでですね、各クラスター協議会の事業内容かと思いますの

で、そのクラスター協議会ごとに説明させていただきます。 

まず、道東あさひ畜産クラスター協議会でございますが、５件の事業を行います。 

内容といたしましては、牛舎が５棟、搾乳ロボットが１６台等となってございます。 

次に、中春別地域畜産クラスター協議会の事業でございますが、３件ございます。 

合計で補助金としまして２億２４６万円となってございます。 

内容といたしましては、牛舎２棟、バンカーサイロ３基でございます。それからふん尿

処理施設等となってございます。 

最後、計根別地域畜産クラスター協議会への補助でございますが、補助金といたしまし

て１億１７５万７,０００円。育成舎２棟となってございます。 

以上でございます。 

○議長（松政勝君） 次に、水産みどり課長。 

○水産みどり課長（干場富夫君） 御質問にお答えいたします。 

今回提出いたしました風蓮湖物揚場整備事業ですけれども、風蓮湖漁業活動に必要な物

揚場の整備を行うための調査設計費ということで御提案させていただいております。 

今回の調査設計費の内訳ということでございますけれども、１,５４１万円の内訳とい
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たしまして、まず、地質調査といたしまして４３１万円、埋め立て免許申請図書の作成業

務ということで１８０万円、構造実施設計費として６９０万円、停船測量費として２４０

万円という内訳となっております。 

また、今後につきましては、この調査設計を終えまして、２９年、３０年ということ

で、２カ年をかけて整備する計画としております。 

以上でございます。 

○議長（松政勝君） 佐藤議員、よろしいですか。 

そのほかありませんか。 

１１番瀧川議員。 

○１１番（瀧川榮子君） １５ページです。じん芥処理場の煙突の解体なのですけれど

も、先ほど言われました除去債というのを使うということは、国の補助をもらえるという

ことになるのかどうか、そこら辺のところがちょっとわからないのでお聞きします。 

それと、この焼却炉の上の煙突は、つくられた年代からしてアスベストが入っている可

能性もあるということで、それに対しての業者さんの対応はどのようになるのかというよ

うなこと。 

それと、ダイオキシンの測定のことなのですけれども、工事前、工事中、工事後、周囲

に飛散している状況があるのかないのか、そういうことを確認するというような計画があ

るのかどうかということについてお聞きします。 

○議長（松政勝君） 財政課長。 

○財政課長（阿部美幸君） 瀧川議員の質問にお答えいたします。 

私のほうからは、除却債の関係について御説明いたします。 

まず、この除却債の対象となるために、先ほども申し上げましたけれども、公共施設等

総合管理計画というものを策定いたしますとその対象となるのですけれど、まず、その計

画のことについて、簡単に御説明いたしたいと思います。 

この公共施設等総合管理計画なのですけれども、平成２６年に総務大臣の通知で、「公

共施設等の総合的かつ計画的な管理の推進について」により要請されたもので、平成２８

年度内の策定を求められているものです。 

その目的といたしましては、「人口減少少子化等により、今後の公共施設等の利用需要

が変化していくことが見込まれる中で、公共施設等の全体を把握し、長期的視野に立っ

て、公共施設等の総合的かつ計画的な管理を行うための計画」となっていますけれども、

この計画の中にですね、先ほどの旧ごみ焼却処理施設の煙突などのように、危険度の高い

資産の解体を行うという方針を計画の中に盛り込むことで、除却債の対象となるというこ

とになっております。 

補助等はございませんけれども、地方債を借りられるということになっております。充

当率は７５％になっております。 

先ほど申し上げました公共施設等総合管理計画の策定に内容につきましては、また改め

てお時間をいただいて、計画案が固まり次第、新たに場を設けまして議員には説明をする

予定でいますので、よろしくお願いいたします。 

起債の関係については、私のほうから以上です。 

○議長（松政勝君） 町民課長。 

○町民課長（青柳 茂君） 二つ目の御質問につきまして、私のほうからお答えさせてい

ただきたいと思います。 
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まず、工事に伴いまして、アスベストが入っているかということ、業者の対応というこ

とになろうかと思うのですけれども、アスベストについては入っておりません。 

ただ、煙突の解体撤去工事につきましては、ダイオキシンの飛散防止と対策を講じなけ

ればならないということでありまして、国が策定しております事業者が講ずべき基本的な

措置を示し、労働者のダイオキシン類への暴露防止の徹底を図ることを目的とした要綱で

ある「廃棄物焼却施設内作業におけるダイオキシン類暴露防止対策要綱」というものがご

ざいます。 

この要綱並びに関係諸法令、諸規則を遵守して行うものとしているところでございま

す。 

○議長（松政勝君） 建築住宅課長。 

○建築住宅課長（山岸英一君） ただいまの質問の中で、工事中のダイオキシンの管理に

ついてですが、現在のところ工事着手前にダイオキシンの状況については測定しておりま

す。 

現在のところ２万１,０００ピコグラムという量を確認しております。 

あと、工事の中につきましては、工事の最中に何度か測定しながらと、今回工事は全て

囲った中でやるのですけれども、中の測定値、外の測定値、それから解体後の測定値と、

こまめに測定しながらダイオキシンが漏れることがないようなことを確認しながら工事を

進めることになっております。 

以上でございます。 

○議長（松政勝君） 瀧川議員。 

○１１番（瀧川榮子君） ありがとうございます。今の質問についてはわかりました。 

もう一つであるのですけれども、１７ページの風蓮湖の物揚場の整備事業ということ

で、工事は２９年、３０年に行われるということです。 

工事期間が２年にわたるというのは、いろいろ理由があるのかなと思うのですけれど

も、この２年間、物揚場の大きさにしては２年間というのは長いかなと思いますので、２

年間が必要な理由というのと、それから、現在も老朽化して危険な状態にあるのですけれ

ども、工事まで応急的な対応が必要となるということも考えられますが、そのことについ

て、そのようなときにはどのようにされるのか。考えておられるのかお聞きします。 

○議長（松政勝君） 水産みどり課長。 

○水産みどり課長（干場富夫君） 御質問にお答えいたします。 

まず、工事が２年にまたがるという理由ですけれども、この事業については、まず、現

在ですね、道のですね、補助金を活用しながら進めておりまして、これにつきましては、

まず、工事の内容については２年間について補助金を活用した中で進めていくということ

で、今、協議の中で進めるということで計画をしております。 

また、工事につきましてはですね、以前は浮き桟橋といったことで設置をしておりまし

たけれども、今後、設置する予定のものにつきましては固定型ということで、コンクリー

トで固めたりですとか、そういった工事の工期上２年にまたがってしまうといった内容に

なっております。 

あと、もう一つの御質問ですけれども、工事の期間中どうするのかということでござい

ますけれども、現在の浮桟橋につきましては、既存のまま設置をしまして、その隣にです

ね、新しいものを設置するといった計画で漁業生産活動にですね、支障のないように工事

を進めていきたいというふうに考えております。 
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以上でございます。 

○議長（松政勝君） 瀧川議員。 

○１１番（瀧川榮子君） 二つ目の質問なのですけれども、今でも結構老朽化していて、

穴が開いていたりしているのですけれども、そのことについて、さらに危険な状態になっ

たとき、新しいものを次のところに建てるというのはよくわかりましたが、今あるものが

危険な状態になったとき、漁業者の人が困る状況になる可能性もあるということで、その

ようなときに、応急処置的なことは考えの中にあるのかどうかっていうことをお聞きした

いと思います。 

○議長（松政勝君） 産業振興部長。 

○産業振興部長（佐藤則夫君） ただいまの質問につきましては、私の方からお答えいた

します。 

ただいま課長から説明があったように、ことし設計、ボーリング等調査を行いまして、

２年、２９年、３０年ということで、これから道のほうに、内々は振興局と協議しており

ますが、２カ年事業の中で、漁港整備の中で、漁港の位置づけができれば、溝渠でできる

のですけれども、風連湖の中に走古丹漁港がございまして、その関係で、新たな港という

位置づけはできない。町単費でやるとなかなか事業費等の部分もありますので、何とかそ

の補助事業を活用した中で、道の補助を受けてやると。ただ、補助金のほうの限度額等が

ございますので、投資を分けて２カ年の事業で実施したいというような中身で、現在考え

ております。 

それで工事期間の部分については、議員おっしゃるとおり、今の状態でもかなり危険な

状態で、毎年補修した中で使っております。工事が始まると、なかなかそこを利用した中

でというのは、現実的には難しくなりますので、漁協のほうとの協議中では、その期間中

については、不便をかけるという部分はありますけども、隣接の前浜といいますか、浅瀬

のほうの中身の部分で、何とか荷揚げを、不便をかけますけれども荷揚げをした中で、対

応をしていただくと。 

漁協のほうでもその辺、漁業者に対して協力をいただくような中身で進めたいというこ

とで、新たに仮設のものをその工事によって仮設のものを設置するとなりますと何千万円

もまたかかりますので。 

また、道立自然公園内の制約等もございますので、その辺がなかなかできないというよ

うな状況がございますので、今言った中身で対応したいと考えています。 

以上です。 

○議長（松政勝君） ほかにございませんか。 

１番小椋議員。 

○１番（小椋哲也君） 予算書２２ページ中段ですね、目２災害対策費の防災管理システ

ム整備事業について２点お伺いします。 

本件はですね、本別海と尾岱沼に設置してある潮位計の更新の事業と認識しております

が、これは当初予算から比べて２２％ほど工事費がアップしております。 

まず、質問１点目は、この工事費がアップした理由をお聞かせください。 

そして、２点目は、当初の予算を取得した際の見積もり、いつごろ取ったのか教えてく

ださい。 

よろしくお願いします。 

○議長（松政勝君） 防災交通課長。 



─ 19 ─ 

○防災交通課長（宮本栄一君） それでは、御質問にお答えいたします。 

まず、１点目の潮位計のアップの理由ですけれども、当初、計画していた潮位計がです

ね、既存ケーブルを再利用するということで、投げ込み式の潮位計というふうに計画をし

ていました。投げ込み式につきましては、水中生物、貝ですとか、海藻が付着によってで

すね、センター部分がですね、損傷するというような可能性が出ましたので、損傷により

データ通信が不具合等起こさないようにですね、非接触式のですね、音波式潮位計にまず

は変更をいたしました。 

それに伴ってですね、音波式潮位計に変更した場合、ケーブル芯数が６芯のため、既存

４芯のケーブルを再利用するためには、６芯から４芯のケーブルに変更する機器が必要と

なりました。 

また、今回の機器変更や追加等による増額と資機材や人件費の単価の上昇に伴って、工

事経費の部分も高くなりましたので、増額補正をするというものです。 

それと当初予算の見積もりにつきましては、１０月に見積もりを徴収しております。 

以上です。 

○議長（松政勝君） １番小椋議員、よろしいですか。 

ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（松政勝君） なければ質疑を終わります。 

ここで会議を１０分間休憩いたします。 

午前１１時１５分 休憩 

────────────── 

午前１１時２４分 再開 

○議長（松政勝君） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

────────────────────────────────── 

◎日程第７ 議案第５１号 

○議長（松政勝君） 日程第７ 議案第５１号平成２８年度別海町国民健康保険特別会

計補正予算（第１号）を議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

町民課長。 

○町民課長（青柳 茂君） 議案第５１号の内容説明をいたします。 

別冊の平成２８年度別海町国民健康保険特別会計補正予算書の１ページをお開きくださ

い。 

平成２８年度別海町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）。 

平成２８年度別海町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。 

第１条、歳入歳出予算の補正。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３,４００万円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ３０億８,６００万円とする。 

２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

２ページをお開き願います。 

「第１表 歳入歳出予算補正」です。 
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まず「歳入」です。補正額の欄で申し上げます。  

１款国民健康保険税、１項で４,４４８万３,０００円の増。 

３款療養給付費等交付金、１項で１,９００万２,０００円の減。 

７款繰入金、１項で１,２６５万２,０００円の増。 

９款諸収入、３項で４１３万３,０００円の減。 

歳入合計で３,４００万円を増額し、補正後の歳入の予算額を３０億８,６００万円とす

るものです。 

次に、下段の「歳出」です。 

１款総務費、１項と２項で６２万円の増。 

２款保険給付費、１項で２,４３８万円の増。 

１０款予備費、１項で９００万円の増。 

歳出合計で３,４００万円を増額し、補正後の歳出の予算額を３０億８,６００万円とす

るものです。 

次の「事項別明細書」、「１．総括」については省略し、「２歳入」から御説明いたし

ます。 

５ページをお開きください。「２歳入」です。 

款項の金額を省略し、目の補正額で説明いたします。 

１款国民健康保険税で、１項１目一般被保険者国民健康保険税４,５７２万４,０００円

の増。 

２目退職被保険者等国民健康保険税、１２４万１,０００円の減。 

いずれも平成２７年分の取得の確定及び国民健康保険税条例の改正案に基づき、精査を

行いまして、前年度と同じく、収納率を９５％として算出した結果、それぞれ増減するも

のであります。 

３款療養給付費等交付金、１項１目療養給付費等交付金１,９００万２,０００円の減。 

平成２７年度交付金の確定に伴い、試算した結果に基づき減額をするものです。 

６ページをお開きください。 

７款繰入金、１項１目一般会計繰入金１,２６５万２,０００円の増。 

国民健康保険税の軽減に係る一般会計からの繰り入れ分の増額です。 

９款諸収入、３項５目歳入欠かん補填収入４１３万３,０００円の減。 

歳入欠かん補填収入については、当初、財源不足分として１,２８１万７,０００円を計

上していましたが、国民健康保険税及び一般会計繰入金の増額等によりまして、４１３万

３,０００円を減額し、補正後の歳入欠かん補填収入の額を８６８万４,０００円とするも

のです。 

以上で、歳入を終わります。 

７ページをお開きください。「３歳出」です。 

目の補正額で説明いたします。 

１款総務費、１項１目一般管理費７０万円の増は、国保制度改正に伴うシステムの改修

に係る負担金です。 

２項１目賦課徴収費８万円の減は、釧路・根室広域地方税滞納整理機構負担金の確定に

よるものです。 

次に、８ページをお開きください。 

２款保険給付費、１項１目一般被保険者療養給付費２,４３８万円の増。 
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平成２７年度の医療費の確定に伴いまして、試算により増額をするものです。 

１０款予備費、１項１目予備費９００万円の増。 

急激な医療費の増加など不測の事態に対処するための増額です。 

以上で、議案第５１号の内容説明を終わります。 

○議長（松政勝君） 議案第５１号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

１３番中村議員。 

○１３番（中村忠士君） この後、常任委員会がありまして、そこで細かい説明があるの

かなというふうに思うのですが、１点だけお聞きをしたいというふうに思います。 

国民健康保険税の５ページですね、５ページの項１で４,４００万ほどの増額というこ

とになっていますけれども、理由については、先ほどの説明で２７年度の所得確定と。も

う１点は条例改訂によるものだということですが、条例改定によってですね、この４,４

００万余りのその中のどのぐらいの額が条例改定によって算出されたものかお聞きしま

す。 

○議長（松政勝君） 町民課長。 

○町民課長（青柳 茂君） お答えいたします。 

今回の国民健康保険税の予算額としまして、補正額として４,４４８万３,０００円ほど

増額しておりますけれども、その内訳といたしまして、条例改正による限度額改正、限度

額改正と軽減と二つ、今回の改正ございますけれども、限度額改正による補正額としての

影響は３,１００万円と。軽減拡大による影響といういうものにつきましては３０万円と

いうことで試算をいたしております。 

以上です。 

○議長（松政勝君） １３番中村議員。 

○１３番（中村忠士君） 限度額拡大で３,１００万というのはわかりました。 

軽減の枠を広げるということかなというふうに、私は理解しているのですが、それに

よって３０万円減するのですか、増するのですか。 

○議長（松政勝君） 町民課長。 

○町民課長（青柳 茂君） 失礼いたしました。 

３０万円減ということでございます。 

○議長（松政勝君） 中村議員、よろしいですか。 

ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（松政勝君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第８ 議案第５２号 

○議長（松政勝君） 日程第８ 議案第５２号別海町町税条例等の一部を改正する条例

の制定についてを議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

税務課長。 

○税務課長（中村公一君） 議案第５２号別海町町税条例等の一部を改正する条例の制定

について、内容を御説明申し上げます。 
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本案は、去る３月３１日に公布されました「地方税法等の一部を改正する等の法律」に

基づく改正であります。 

今回の改正は、平成２８年度地方税制改正において、地方創生の推進に向けて税源の偏

在性を是正するための法人住民税の税率の引き下げや自動車取得税の廃止に伴い、燃費性

能により取得時に課税される軽自動車税環境性能割の創設、その他法改正により、それぞ

れ関連する項目について町税条例の条項の改正並びに条文の整理を行うものです。 

議案書では３ページから１８ページまでとなります。 

改正条文の朗読は省略させていただき、お手元に配付しております議案資料により御説

明をいたします。 

議案資料１ページをお開き願います。 

１ページから２８ページが本改正案の新旧対照表で、右の欄が「改正前」、左の欄が

「改正後」となっております。 

次に、２９ページをお開き願います。 

改正要旨を「別海町町税条例等の一部を改正する条例制定説明資料」により説明申し上

げます。 

資料は左から順に「番号」、「改正項目」、「改正条項」、「改正内容」、「適用年月

日」、「参考法令」の区分となっております。 

主な改正要旨は４点で、１番目、「法人税割の税率」であります。 

地方法人課税の偏在是正の措置を講じ、財政力格差の縮小を図るため、法人住民税割の

税率を引き下げ、その引き下げ相当分を国税であります地方法人税の税率を引き上げ、そ

の税収の全額を地方交付税の原資とするものであります。 

当町につきましては制限税率を採用している法人税割を現行の１２.１％から、８.４％

に引き下げるものであります。 

なお、改正後の税率は、各法人の平成２９年４月１日以降に開始する事業年度分から適

用となることから、実質の影響は平成３０年度からとなるものであります。 

２点目は、「軽自動車税環境性能割の創設」であります。 

消費税引き上げ時の社会課税の見直しの一つとして、自動車取得税を廃止し、その代替

財源として軽自動車税環境性能割が創設されました。 

納税義務者は、主な定置上の所在地において当該軽自動車を取得したものです。 

税率は、条例本則において第１号が１％、第２号から２％、第３号が３％と定めていま

すが、附則第１５条の５により、税率を特例として当分の間、第３号の３％を２％とし

て、営業用の第１号を０.５％、第２号を１％、第３号を２％とするものであります。 

非課税の範囲につきましては、国等が取得する三輪以上の軽自動車、環境への負荷の低

減に著しく資する三輪以上の軽自動車及び相続その他の形式的な所有権の移転により取得

した三輪以上の軽自動車となります。 

免税点は、取得価格が５０万円以下となります。 

また、賦課徴収の特例として附則において、当分の間、北海道が自動車税の環境性能割

の例により行い、町は道に徴収取扱費を交付すると定めるものであります。 

適用年月日は平成２９年４月１日からとなるものです。 

３０ページをごらん願います。 

３番目は、「軽自動車税を種別割に名称変更」するものであります。 

軽自動車税の環境性能割の創設に伴い、現行の軽自動車税を種別割へと名称変更するも



─ 23 ─ 

ので、適用年月日は平成２９年４月１日からとなるものです。 

４番目は、「軽自動車税の種別割の税率の特例」であります。昨年度導入しましたグ

リーン化特例の延長であります。 

平成２８年度課税分のみとされていましたグリーン化特例による軽課を１年間延長し、

平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日までに、新車者として初めて車両登録され

た三輪以上の軽自動車を対象とするものであります。 

軽課適用の年度は平成２９年度のみであります。 

軽減の割合につきましては、昨年と同様で、燃費基準達成の程度等によって、おおむね

７５％軽減、おおむね５０％軽減、おおむね２５％軽減となるものでございます。 

軽減後の種別割の税額につきましては、３１ページ、（４）の「軽課による種別割」の

表をごらん願います。 

適用年月日は、平成２９年４月１日からとなるものです。 

３２ページをごらん願います。 

「その他の改正条項の内容」については、「地方税法改正に合わせての改正」となるも

ので、各条文の内容は省略し、主な改正点のみ申し上げます。 

１番、２番、３番及び４番につきましては、延滞金を課する期間の見直しに関する改正

であります「地方税法の改正に合わせた改正」で、申告納付がされた後に減額更正とな

り、その後、さらに増額更正等があった場合の延滞金の計算期間から一定の期間を向上し

て計算することとされたことに伴う所要の措置であります。 

５番目は、地方税法で非課税と規定している固定資産税について、対象となる固定資産

及び申請手続を条例で規定するものであります。 

現在、当町に該当する固定資産税はありませんが、地方税法に合わせて条例に規定する

ものであります。 

６番目は、名称変更による規定の整備であります。 

７番目は、「スイッチＯＴＣ薬控除の創設」であります。 

適切な健康管理のもとで、医療用医薬品からの代替を勧める観点から、健康の保持増進

及び疾病の予防への取り組みとして、医師の関与がある健康診断、予防接種及び健康診査

等のうち、いずれか一つを受けていることが必要で、その他スイッチＯＴＣ薬とされてい

る要指導医薬品及び一般用医薬品のうち、医療用から転用された医薬品などの購入分が対

象となります。 

なお、従来の医療費控除との併用はできないこととなっております。 

この特例措置は平成３０年度から３４年度までの個人住民税に適用されます。 

８番目は、「地方税法に条例委任事項が設けられたことに伴う改正」であります。 

地方税法の改正により、固定資産税課税標準の特例措置について、その軽減割合が条例

委任となったことに伴い、条例で規定したものであります。 

表の上段の電気事業者による再生可能エネルギー調達に関する特例措置に規定する一定

の太陽光発電設備及び風力発電設備の特例割合は、太陽光、風力発電設備が３分の２、同

じく表の中段の水力地熱、バイオマス発電設備は２分の１とするものであります。 

続きまして、表の下段、高齢者の居住の安定確保に関する法律に規定する新築サービス

つき高齢者向け賃貸住宅は、３分の２とするものであります。 

９番目は、省エネ改修工事を行った住宅に係る減額措置の適用期間を２年間延長し、平

成３０年３月３１日までとするものであります。 
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１０番目は、町税条例第１９条の改正に伴う所要の規定の整理及び文言の整理を行うも

のでございます。 

なお、それぞれの改正の適用につきましては、資料の右側に記載しております適用年月

日からとなるものです。 

以上で、議案第５２号の提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議長（松政勝君） 議案第５２号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（松政勝君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第９ 議案第５３号 

○議長（松政勝君） 日程第９ 議案第５３号別海町国民健康保険税条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

税務課長。 

○税務課長（中村公一君） 議案第５３号別海町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例の制定について、内容を御説明申し上げます。 

本案は、「地方税法施行令の一部を改正する政令」が本年３月３１日に公布されたこと

に伴い、本町の国民健康保険税におきましても、政令に準じた条例改正を行うものです。 

今回の国民健康保険税に係る税制改正では、国民健康保険の披保険者間の保険税負担の

公平性確保のため、平成２７年度に引き続き、低所得者層の保険税負担の軽減及び賦課限

度額の見直しを行うものです。 

議案書では１９ページと２０ページになりますが、改正条文の朗読は省略させていただ

き、お手元に配付しております議案資料により御説明をいたします。 

議案資料の３５ページをお開き願います。 

３５ページから３７ページまでが本改正案の新旧対照表で、右の欄が「改正前」、左の

欄が「改正後」となっております。 

それでは３８ページをお開き願います。 

改正要旨を「別海町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定説明資料」により説

明申し上げます。 

資料は左から順に「区分」、「改正項目」、「改正条項」、「改正内容」となっており

ます。 

区分１、改正項目、「国保税の課税限度額」についての改正でございますが、改正条項

は、「条例第２条第２項及び第３項並びに第２１条第１項」となります。 

改正内容について、国民健康保険税は国民健康保険本体の医療給付費等に充てる基礎課

税分と後期高齢者の支援金を納付するために充てる分、そして、介護保険制度に基づく介

護給付金を納付するために充てる分の３区分での課税となっており、現行は基礎課税分か

らそれぞれ「５２万円」、「１７万円」、「１６万円」と課税限度額が設定されていま

す。 

これを地方税法施行令の改正に合わせて、基礎課税分からそれぞれ「５４万円」、「１
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９万円」、「１６万円」とし、合わせて４万円を引き上げ、課税限度額の合計額を現行の

「８５万円」から「８９万円」に引き上げるものです。 

次に、区分２の「国保税の軽減措置」についての改正でございますが、改正条項は、

「条例第２１条第１項第２号及び同法第３号」となります。 

改正内容について、国民健康保険税の軽減区分は、国保加入者数をもとに計算される均

等割額と１世帯当たりの平等割りの世帯の所得に応じて、「７割」、「５割」、「２割」

の割合で軽減する仕組みであります。 

このうち７割の軽減世帯軽減につきましては、改正はございませんが、５割軽減では、

世帯の軽減判定所得の算定における被保険者の数に乗ずるべき金額を現行の「２６万円」

から「２６万５,０００円」に引き上げ、２割軽減では、世帯の軽減判定所得の算定にお

ける被保険者の数に乗ずるべき金額を現行の「４７万円」から「４８万円」に引き上げる

ものです。 

このことから、世帯の前年中の所得の合計額が、資料に記載の算定式により計算された

軽減基準額以下であれば、均等割及び平等割がそれぞれの割合で軽減されるものです。 

続いて、本資料の３７ページをお開き願います。 

新旧対照表の左側の改正後をごらん願います。 

施行期日につきましては、「公布の日から施行し、平成２８年４月１日から適用する」

とするものです。 

また、適用区分につきましては、この条例による「改正後の規定は、平成２８年度以後

の年度分の国民健康保険税について適用し、平成２７年度分までの国民健康保険税につい

ては、なお従前の例による」とするものです。 

以上で、議案５３号の提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議長（松政勝君） 議案第５３号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

１３番中村議員。 

○１３番（中村忠士君） 先ほど予算の件で聞いたわけですけれども、少し視点を変えて

ですね、お伺いをします。 

この限度額が引き上げられた、引き上げるという提案ですけれども、引き上げることに

よって、この現行での８５万円限度を超える方の世帯と人数、それからの改正した後ので

すね、８９万円が限度額となった際の予想される、この限度額を超える世帯と人数につい

てお知らせいただきたいのと、もう１点は、７割軽減、５割軽減、２割軽減と、こういう

ふうにあるわけですが、現在、この７割軽減の方の世帯数と人数、同じく５割軽減の世帯

数と人数、２割軽減の世帯数と人数についてお知らせいただきたいと思います。 

○議長（松政勝君） 税務課長。 

○税務課長（中村公一君） 御質問にお答えします。 

限度額改正による影響ということで、世帯数と被保険者数ということなのですけれど

も、限度額につきましては世帯数でしか調べておりませんので世帯数のみということでお

答えいたします。 

今回の限度額改正による基礎課税分と後期高齢者支援金等分の影響について、補正予算

時のデータでもって比較した結果、基礎課税分が改正前８４４世帯、改正後が８２５世

帯、１９世帯の減となります。 



─ 26 ─ 

後期高齢者支援金等の支援金等分が改正前８２５世帯、改正後は７６６世帯、５９世帯

の減となります。 

続きまして、軽減制度拡充による影響による世帯数と被保険者数なのですけれども、軽

減制度改正による２割軽減と５割軽減の影響額について、先ほどと同じく補正予算のデー

タを比較した結果、２割軽減で基礎課税分が改正前２０７世帯、改正後は２１５世帯、８

世帯の増となります。 

被保険者数は、改正前４１９人、改正後４３１人で１２人の増となります。 

同じく、２割軽減で後期高齢者支援金等分が改正前２０７世帯、改正後が２１５世帯で

８世帯の増。 

被保険者数は、改正前４１９人、改正後４３１人で１２人の増となります。 

同じく、２割軽減で介護給付金課税分が、改正前１０４世帯、改正後が１０６世帯で２

世帯の増。 

被保険者は、改正前１３１人、改正後１３３人で２名の増となります。 

続いて、５割軽減でございますが、基礎課税分が改正前２２６世帯、改正後が２２８世

帯で、２世帯の増。 

被保険者数は、改正前４５７人、改正後４６２人で５人の増となります。 

同じく、５割軽減で後期高齢者支援金等分が、改正前２２６世帯、改正後が２２８世帯

で２世帯の増。 

被保険者は、改正前４５７人、改正後４６２人で５人の増となります。 

同じく、５割軽減で介護給付金課税分が、改正前１１２世帯、改正後が１１４世帯で２

世帯の増。 

被保険者は、改正前１４４人、改正後１４７人で３人の増となります。 

以上でございます。 

○議長（松政勝君） 中村議員。 

○１３番（中村忠士君） ７割軽減の現在この軽減の対象になっておられる世帯数と人数

もお聞きしたかったのですが、わかりますか。 

わかれば教えてください。 

○議長（松政勝君） 税務課長。 

○税務課長（中村公一君） ７割軽減の世帯数ということで御質問のあった件についてお

答えします。 

７割軽減は世帯数で、基礎課税分が６１６世帯、被保険者数が８９１人、後期の分につ

きましては６１６世帯、被保険者数が８９１人、介護につきましては世帯数が２５７世

帯、被保険者数が２８７人ということでございます。 

以上です。 

○議長（松政勝君） １３番中村議員。 

○１３番（中村忠士君） ７割軽減は改正なしということなのですが、この改正なしとい

うふうに結論付けた理由についてお伺いしたいと思うのですが。 

○議長（松政勝君） 税務課長。 

○税務課長（中村公一君） 今回の改正はですね、地方税法施行令の改正でございます。 

地方税施行令の中にですね、軽減額もしくは限度額について示されておりまして、軽減

額につきましては、地方税法施行令で規定されている軽減基準額、計算とか、そういう金

額なのですけども、条例で定めるとなっております。 
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それで今回は７割軽減については地方税法施行令上でも改正がございませんので、条例

で定めることはできないということになっております。 

以上であります。 

○議長（松政勝君） ほかに質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（松政勝君） 質疑を終わります。 

ここで会議を１時まで休憩いたします。 

午後 ０時０２分 休憩 

────────────── 

午後 ０時５５分 再開 

○議長（松政勝君） 時間がちょっと早いのですけれど皆さんおそろいなので、これか

ら会議を始めたいと思います。 

休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１０ 議案第５４号 

○議長（松政勝君） 日程第１０ 議案第５４号別海町立保育園運営委員会条例の一部

を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

福祉課長。 

○福祉課長（山田一志君） 議案第５４号別海町立保育園運営委員会条例の一部を改正す

る条例の制定について内容を御説明いたします。 

議案書２１ページをお開き願います。 

本条例は、厚生労働省局長通知に基づき、認可保育所に設置が義務づけられている委員

会の設置に関して規定をするものですが、今年度から町立認可保育園２園が認定こども園

保育所型に運営を移行し、別海町立認定こども園設置条例が、ことしの４月から施行さ

れ、条例の附則で町立保育園条例が廃止されているところです。 

このことから、関係する条文を改め、あわせて文言整理をしようとするものです。 

議案本文の朗読は省略させていただき、改正箇所等につきましては、議案資料により御

説明いたします。 

議案資料３９ページの新旧対照表をお開き願います。 

右側が「現行条例」、左側が「改正後の条例」で、下線部分が「改正箇所」でありま

す。 

第１条は、「町立保育園」を「認定こども園（保育所型）」に改め、「保育園」を「保

育園等」に、また、条例の題名も「保育園等」に改めようとするものです。 

第２条は、文言整理による改めと、同条第１号のいわゆる保育料については、他の条例

に規定されておりますので、引用する条例名及び規定を明記しようとするものです。 

また、同条第２号及び第３条は、第１条と同様に定義を「保育園」から「保育園等」に

改めようとするものです。 

附則といたしまして、「本条例は、公布の日から施行する。」とするものです。 

以上で、議案第５４号の内容説明を終わります。 

○議長（松政勝君） 議案第５４号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 
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質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（松政勝君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１１ 議案第５５号 

○議長（松政勝君） 日程第１１ 議案第５５号別海町社会体育施設設置条例の一部を

改正する条例の制定についてを議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

教育部次長。 

○教育部次長（下地 哲君） 議案第５５号別海町社会体育施設設置条例の一部を改正す

る条例の制定について、議案の内容を説明いたします。 

議案書２３ページをお開きください。 

本条例の制定につきましては、別海小学校、中学校に隣接し、子供たちの水泳学習に利

用されておりました本別海水泳プールについて、平成２８年３月末をもって、別海小学校

及び中学校が閉校となったことに伴い廃止とし、別海町社会体育施設設置条例の一部を改

正する条例を制定するものです。 

なお、当該プールの廃止については、平成２７年５月に開催されました地元別海小学

校、別海中学校、ＰＴＡ、地域で構成いたします本別海プール管理運営委員会において、

学校が閉校となる平成２８年４月以降の運営に関し、運営はできないと判断し、プールの

廃止について確認されていることを申し上げます。 

改正について、別添の議案資料に基づき説明いたします。 

議案資料４１ページをお開きください。 

別海町社会体育施設設置条例の一部を改正する条例新旧対照表ですが、右が「改正

前」、左が「改正後」であります。 

右表、「名称及び位置」から「本別海水泳プール」を削除するものであります。 

附則として「この条例は、公布の日から施行する。」としております。 

以上で、議案第５５号別海町社会体育施設設置条例の一部を改正する条例の制定につい

ての説明を終わります。 

○議長（松政勝君） 議案第５５号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（松政勝君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１２ 議案第５６号 

○議長（松政勝君） 日程第１２ 議案第５６号北海道町村議会議員公務災害補償等組

合規約の変更についてを議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

総務部次長。 

○総務部次長（浦山吉人君） 議案第５６号北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約

の変更についての内容説明をいたします。 

議案の２４ページ、議案資料は４２ページをお開きください。 
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本議案は、本町が加入をしている北海道町村議会議員公務災害補償等組合から脱退する団

体が生じたことに伴い、組合規約の一部変更について、地方自治法第２８６条第１項の規

定により協議を求められたことから、同法第２９０条の規定により議会の議決を求めるも

のでございます。 

それでは、議案の朗読をもって説明といたします。 

北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部を変更する規約。 

北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約（昭和４３年５月１日地方第７２２号指令

許可）の一部を次のように変更する。 

別表第１中「北空知学校給食組合」を削る。 

附則といたしまして、「この規約は、地方自治法第２８６条第１項の規定による総務大

臣の許可の日から施行する。」というものでございます。 

以上で、議案第５６号の内容説明を終わります。 

○議長（松政勝君） 議案第５６号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（松政勝君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１３ 議案第５７号 

○議長（松政勝君） 日程第１３ 議案第５７号北海道市町村総合事務組合規約の変更

についてを議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

総務部次長。 

○総務部次長（浦山吉人君） 議案第５７号北海道市町村総合事務組合規約の変更につい

ての内容説明をいたします。 

議案の２５ページをお開きください。 

なお、議案資料は４３ページになります。規約の変更部分の新旧対照表を掲載しており

ます。 

本議案は、本町が加入をしている北海道市町村総合事務組合から脱退をする団体が生

じ、組合規約の一部変更について、地方自治法第２８６条第１項の規定により、協議を求

められましたことから、同法第２９０条の規定により議会の議決を求めるものでございま

す。 

それでは、議案の朗読は省略し、議案資料により説明をいたします。 

資料４３ページ、新旧対照表の右側が「改正前」、左側が「改正後」となります。 

改正箇所は、まず、「別表第１」の組合を組織する地方公共団体のうち、「空知総合振

興局」から「北空知学校給食組合」を削り、構成地方公共団体数を「３４」から「３３」

に変更するものです。 

次に、「別表第２」では、共同処理する事務「区分９」の項中「北空知学校給食組合」

を削るものです。 

また、附則において、本規約変更の施行期日を定めるものでございます。 

以上で、議案第５７号の内容説明を終わります。 

○議長（松政勝君） 議案第５７号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い
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ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（松政勝君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１４ 議案第５８号 

○議長（松政勝君） 日程第１４ 議案第５８号北海道市町村職員退職手当組合規約の

変更についてを議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

総務部次長。 

○総務部次長（浦山吉人君） 議案第５８号北海道市町村職員退職手当組合規約の変更に

ついての内容説明をいたします。 

議案の２６ページをお開きください。 

なお、議案資料は４５ページになります。規約の変更部分の新旧対照表を掲載してござ

います。 

本議案は、本町が加入をしている北海道市町村職員退職手当組合を脱退する団体が生じ

たこと、加えて、組合規約本文の一部字句の整備、表現の変更及び別表を改めることにつ

いて、地方自治法第２８６条第１項の規定により、協議を求められたことから、同法第２

９０条の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

それでは、議案の朗読は省略し、議案資料により説明をいたします。 

資料４５ページ、新旧対照表の右側が「改正前」、左側が「改正後」となります。 

「第１条」、「第３条」及び「第５条」は、条文中及び表中の字句の整備及び表現の変

更です。 

まず、「第１条」及び「第３条」は、「第１条」条文中「健全化を」を「健全化に」に

改め、「第３条」条文中「地方公共団体」を「市町村、一部事務組合及び広域連合」に改

めるものです。 

また、「第５条」は、表中の互選の方法欄の記載内容を根拠となる例規を引用した記載

内容に表現を改めるものです。 

次に、「別表」の変更です。 

資料４６ページから４９ページまでが「別表」の記載となり、４７ページ以降が変更箇

所となりますが、数が多いことから、変更内容の概略を申し上げます。 

「改正前」の別表のつくりでは、「市町村」、「一部事務組合及び広域連合」が区分の

仕切りなしに一連の記載となっていたものを、「改正後」は「市町村」の区分を（１）、

「一部事務組合及び広域連合」の区分を（２）とするつくりに改め、加えて、それぞれの

「一部事務組合及び広域連合」の地域区分名に、「管内」の文言を追加し、「空知管内」

の「一部事務組合及び広域連合」の欄から、今回、解散を理由に、当該組合を脱退するこ

ととなった「北空知学校給食組合」を削除し、これまで地域区分を「札幌」としていた

「北海道市町村総合事務組合ほか四つの事務組合及び企業団」を「（２）一部事務組合及

び広域連合」の「石狩管内」の中に含めるという内容に改めるものでございます。 

また、附則におきまして、本規約変更の施行期日を定めるものでございます。 

以上で、議案第５８号の内容説明を終わります。 

○議長（松政勝君） 議案第５８号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い
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ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（松政勝君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１５ 議案第５９号 

○議長（松政勝君） 日程第１５ 議案第５９号工事請負契約の締結について（本別海

へき地保育園改築建築主体工事）を議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

財政課長。 

○財政課長（阿部美幸君） 議案第５９号の内容説明をいたします。 

議案の３０ページをお開きください。 

本案は、工事請負契約の締結に当たり、予定価格が５,０００万円を超えるため、地方

自治法第９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

最初に議案本文を朗読いたします。 

１、契約の目的、本別海へき地保育園改築建築主体工事。 

２、契約の方法、簡易公募型指名競争入札による契約。 

３、契約金額、６,１４５万２,０００円（内消費税及び地方消費税額４５５万２,００

０円）。 

４、契約の相手方、野付郡別海町別海旭町２０２番地の２、近藤建設株式会社、代表取

締役、近藤裕。 

次に、本案提出に至るまでの入札等の経過について御説明いたします。 

公募期間は、４月１３日から５月９日までの休日を除く１５日間。 

応募者数は５者で、資格審査の結果、全ての応募者が資格ありと認められました。 

入札の執行は６月６日、島影建設株式会社、近藤建設株式会社、株式会社佐々木建設工

業、みどり建工株式会社、株式会社岡田工務店の５者による指名競争入札を行い、１回目

の入札で落札いたしました。 

消費税及び地方消費税を除く最高入札価格は５,７９０万円、最低入札価格は５,６９０

万円で、最低入札者であります本案の近藤建設株式会社と現在、仮契約中であります。 

なお、工期は、本契約日の翌日から１２月２０日までを予定しております。 

工事の内容につきましては、議案資料で御説明いたします。 

議案資料の５０ページをお開きください。 

５３ページまでが本案工事の資料となります。 

工事の場所は、別海町本別海２番地２３５。 

工事概要ですが、工事名は本別海へき地保育園改築建築主体工事。 

構造は木造平屋建て。延べ床面積は２６４.９９平方メートル。建築面積は２８３.６９

平方メートルです。 

５１ページをお開きください。 

配置図ですが、建設場所は既存園舎の南側となります。新園舎完成後、既存園舎は解体

いたします。 

５２ページをお開きください。こちらは平面図となります。 

主な諸室ですが、西側から入った玄関ホールを中心に、北側の地域交流スペース、相談
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コーナーから右回りに調理室、遊戯室、園児トイレと保育室を２部屋、職員室を配置して

います。 

また、附帯施設として新園舎の西側にプレハブ造り。延べ床面積９.２６平方メートル

の物置を設置いたします。 

５３ページはそれぞれの方位から見た立面図を掲載しています。 

以上で、議案第５９号の内容説明を終わります。 

○議長（松政勝君） 議案第５９号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（松政勝君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１６ 議案第６０号 

○議長（松政勝君） 日程第１６ 議案第６０号工事請負契約の締結について（上西春

別小学校校舎・講堂改修建築主体工事）を議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

財政課長。 

○財政課長（阿部美幸君） 議案第６０号の内容説明をいたします。 

議案の３１ページをお開きください。 

本案も、工事請負契約の締結に当たり、予定価格が５,０００万円を超えるため、地方

自治法第９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

最初に議案本文を朗読いたします。 

１、契約の目的、上西春別小学校校舎・講堂改正建築主体工事。 

２、契約の方法、簡易公募型指名競争入札による契約。 

３、契約金額、８,０９７万８,４００円（内消費税及び地方消費税額５９９万８,４０

０円）。 

４、契約の相手方、野付郡別海町西春別駅前西町４６番地、みどり建工株式会社、代表

取締役庄司豊。 

次に、本案提出に至るまでの入札等の経過について御説明いたします。 

公募期間は、４月１３日から５月９日までの休日を除く１５日間。 

応募者数は３者で、資格審査の結果、全ての候補者が資格ありと認められました。 

入札の執行は６月６日、島影建設株式会社、近藤建設株式会社、みどり建工株式会社の

３者による指名競争入札を行い、１回目の入札で落札いたしました。 

消費税及び地方消費税を除く最高入札価格は７,５３０万円、最低入札価格は７,４９８

万円で、最低入札者であります本案のみどり建工株式会社と現在、仮契約中であります。 

なお、工期は、本契約日の翌日から１２月２０日までを予定しております。 

工事の内容につきましては、議案資料で御説明いたします。 

議案資料の５４ページをお開きください。 

５８ページまでが本案工事の資料となります。 

工事の場所は、別海町西春別駅前西町２番地。 

工事概要ですが、工事名は上西春別小学校校舎・講堂改修建築主体工事。 

構造は、校舎が鉄筋コンクリートづくり２階建て。講堂が鉄骨鉄筋コンクリートづくり
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２階建て。合計延べ床面積は４,５８７.５１平方メートル。合計建築面積は２,９５５.３

９４平方メートルです。 

主な工事内容ですが、校舎内部は、床の張りかえ及びウレタン樹脂塗装の塗りかえ、廊

下の壁の一部塗りかえ、教室天井梁型の部分塗りかえとなっています。 

校舎外部は、外壁の複層仕上げ塗材の塗りかえ、屋根は塗膜防水塗材仕上げに改修する

ものです。 

講堂内部は、床のウレタン樹脂塗装の塗りかえ。 

講堂外部は、校舎同様、外壁の複層仕上げ塗材の塗りかえ、屋根は長尺ガルバリューム

鋼板葺きかえをするものです。 

５５ページをお開きください。 

こちらは付近見取り図と右側が配置図となっています。 

参考資料として５６ページと５７ページには、１階と２階の改修平面図、５８ページに

はそれぞれの方位から見た立面図を掲載しています。 

以上で、議案第６０号の内容説明を終わります。 

○議長（松政勝君） 議案第６０号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（松政勝君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１７ 議案第６１号 

○議長（松政勝君） 日程第１７ 議案第６１号工事請負契約の締結について（西春別

駅前団地公営住宅改修建築工事（２号棟））を議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

財政課長。 

○財政課長（阿部美幸君） 議案第６１号の内容説明をいたします。 

議案の３２ページをお開きください。 

本案も、工事請負契約の締結に当たり、予定価格が５,０００万円を超えるため、地方

自治法第９６条第２項第５号の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

最初に議案本文を朗読いたします。 

１、契約の目的、西春別駅前団地公営住宅改正建築工事（２号棟）。 

２、契約の方法、簡易公募型指名競争入札による契約。 

３、契約金額、４,９８７万４,４００円（内消費税及び地方消費税額３６９万４,４０

０円）。 

４、契約の相手方、野付郡別海町別海新栄町９番地、株式会社佐々木建設工業、代表取

締役佐々木仁。 

次に、本案提出に至るまでの入札等の経過について御説明いたします。 

公募期間は、４月１３日から５月９日までの休日を除く１５日間。 

応募者数は５者で、資格審査の結果、全ての応募者が資格ありと認められました。 

入札の執行は６月６日、島影建設株式会社、近藤建設株式会社、株式会社佐々木建設工

業、みどり建工株式会社、株式会社岡田工務店の５者による指名競争入札を行い、１回目

の入札で落札いたしました。 
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消費税及び地方消費税を除く最高入札価格は４,６４８万円、最低入札価格は４,６１８

万円で、最低入札者であります本案の株式会社佐々木建設工業と現在、仮契約中でありま

す。 

なお、工期は、本契約日の翌日から１２月２０日までを予定しております。 

工事の内容につきましては、議案資料で御説明いたします。 

議案資料の５９ページをお開きください。 

６２ページまでが本案工事の資料となります。 

工事の場所は、別海町西春別駅前柏木町７番地１。 

工事概要ですが、工事名は西春別駅前団地公営住宅改修建築工事（２号棟）。 

構造はセラミックブロックづくり２階建て。１棟８戸。延べ床面積は６６０.３６平方

メートル。建築面積は４１２.３８平方メートルです。 

主な工事内容ですが、内部は給水、給湯、排水管の交換に伴う床、壁、天井の張りか

え。流し台、ガスコンロ台、吊戸棚の交換のほか、照明器具をＬＥＤ照明に交換します。 

外部は、外壁を湿式外断熱工法で改修し、屋根は耐候性塗料による塗りかえ。建具につ

いてはアルミ建具を断熱アルミ建具に交換するものです。 

６０ページをお開きください。 

配置図ですが、工事建物は３棟並んだ建物の中央になります。 

参考資料として６１ページには、１階と２階の平面図、６２ページにはそれぞれの方位

から見た立面図を掲載しています。 

以上で、議案第６１号の内容説明を終わります。 

○議長（松政勝君） 議案第６１号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

１１番瀧川議員。 

○１１番（瀧川榮子君） 公営住宅なのですけれども、建設されてからどれぐらい経って

いるかお聞きします。 

○議長（松政勝君） 建築住宅課長。 

○建築住宅課長（山岸英一君） 築後２４年になります。 

○議長（松政勝君） 瀧川議員、よろしいですか。 

ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（松政勝君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１８ 議案第６２号 

○議長（松政勝君） 日程第１８ 議案第６２号工事請負契約の締結について（旧奥行

臼駅逓所主屋保存修理工事）を議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

財政課長。 

○財政課長（阿部美幸君） 議案第６２号の内容説明をいたします。 

議案の３３ページをお開きください。 

本案も、工事請負契約の締結に当たり、予定価格が５,０００万円を超えるため、地方

自治法第９６条第２項第５号の規定により、議会の議決を求めるものであります。 
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最初に議案本文を朗読いたします。 

１、契約の目的、旧奥行臼駅逓所主屋保存修理工事。 

２、契約の方法、簡易公募型指名競争入札による契約。 

３、契約金額、２億２,８９６万円（内消費税及び地方消費税額１,６９６万円）。 

４、契約の相手方、野付郡別海町別海９９番地４３、島影建設株式会社、代表取締役社

長島影輝雄。 

次に、本案提出に至るまでの入札等の経過について御説明いたします。 

公募期間は、４月１３日から５月９日までの休日を除く１５日間。 

応募者数は５者で、資格審査の結果、全ての応募者が資格ありと認められました。 

入札の執行は６月６日、島影建設株式会社、近藤建設株式会社、株式会社佐々木建設工

業、みどり建工株式会社、株式会社岡田工務店の５者による指名競争入札を行い、１回目

の入札で落札いたしました。 

消費税及び地方消費税を除く最高入札価格は２億１,３２８万円、最低入札価格は２億

１,２００万円で、最低入札者であります本案の島影建設株式会社と現在、仮契約中であ

ります。 

なお、工期は、本契約日の翌日から平成３０年９月３０日までを予定しております。 

工事の内容につきましては、議案資料で御説明いたします。 

議案資料の６３ページをお開きください。 

６８ページまでが本案工事の資料となります。 

工事の場所は、別海町奥行１５番地１２。 

工事概要ですが、工事名は旧奥行臼駅逓所主屋保存修理工事。 

３カ年の継続工事で、当初予算において、平成２９年度から平成３０年度までの債務負

担行為を設定しているものです。 

構造は木造２階建て。延べ床面積は４４７.９８平方メートル。建築面積は２８２.１７

２平方メートルです。 

工事種目ですが、仮設工事、解体工事、土工事、基礎工事、木工事ほか記載の工事とな

ります。 

この工事は、建物存続に支障のある部分を補修し、文化財における活用上の安全性を向

上させることを目的とし、修理方針は解体修理とするもので、腐朽破損部材については、

繕い取りかえ等の健全化をはかった上で再び組み上げる修理工事とするものです。 

６４ページには配置図、参考資料として６５ページと６６ページには、１階と２階の平

面図を。 

６７ページと６８ページにはそれぞれの方位から見た立面図を掲載しています。 

以上で、議案第６２号の内容説明を終わります 

○議長（松政勝君） 議案第６２号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

７番今西議員。 

○７番（今西和雄君） １点。ようやくこういう文化財を保護するという方面にも、大き

な予算をつけて、町が取り組むということをしっかり理解したいなと思っております。 

それで、ここの今言われたことについては、工事についての今回の予算の３カ年にわた

る内訳だと思いますが、考え方として、これが完成したら、そこの建物だけじゃなくて周



─ 36 ─ 

辺も当然、整備をするという考え方を持ちながらの今回の工事、予算づけなのか、その辺

ちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（松政勝君） 教育部次長。 

○教育部次長（下地 哲君） お答えします。 

今回の補正につきましては、奥行臼駅逓主屋の工事でございます。 

なお、史跡整備並びに周辺の各文化財整備につきましては、平成２５年度策定いたしま

した史跡奥行臼駅逓所保存管理計画書において、駅逓所周辺の整備構想について記載され

ております。 

この奥行については、駅逓、簡易軌道、国鉄と別海町の開拓歴史上、貴重な交通資産が

残っておりまして、町の文化的財産であるこれら財産を後世に残すことは、必要な事業で

あり、また、観光資源にもなり得ることから、順次計画に基づき、整備計画を進めると記

載されておりますので、今後、各補助金等を模索しながら進める予定でございます。 

以上です。 

○議長（松政勝君） 今西議員、よろしいですか。 

ほかにございませんか。 

４番木嶋議員。 

○４番（木嶋悦寛君） 奥行臼の文化財ということで、これ解体修理ということですが、

建物としてはやはり歴史的建造物ということで、相当な知識、経験が必要な工事になるの

かなというふうに考えます。 

単純に解体修理ということではなくして、歴史的なその工法の部分ですとか、そういう

ことも復元していくのが本来の保存の方法なのかと考えます。 

それをどのように担保していくのか、そして、安全性をそうした中でどのように確保し

ていくかということについてお伺いします。 

○議長（松政勝君） 建築住宅課長。 

○建築住宅課長（山岸英一君） 今回の工事は特殊な工事ということで、設計管理が入る

ことになっています。 

現在のところ文化財保存計画協会というところが、管理委託に入りまして、専門的な見

解を聞きながら進めることになっております。 

以上でございます。 

○議長（松政勝君） 木嶋議員、よろしいですか。 

ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（松政勝君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１９ 議案第６３号 

○議長（松政勝君） 日程第１９ 議案第６３号工事請負契約の一部変更について（根

室中部３号主要幹線改良舗装工事請負契約）を議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

財政課長。 

○財政課長（阿部美幸君） 議案第６３号の内容説明をいたします。 

議案の３４ページをお開きください。 

本件は、平成２７年１２月開催の第４回定例会において議決を経て契約を締結した、工



─ 37 ─ 

事請負契約に変更の必要性が生じましたので、議会の議決を求めるものであります。 

最初に議案本文を朗読いたします。 

工事請負契約の一部変更について。 

平成２７年１２月１１日議案第９６号により議決を経て締結した、根室中部３号主要幹

線改良舗装工事請負契約の一部を次のように変更したいので議会の議決を求める。 

契約金額「１億５,４４４万円（内消費税及び地方消費税額１,１４４万円）」を、「１

億５,９５９万１,６００円（内消費税及び地方消費税額１,１８２万１,６００円）」に改

める。 

変更の内容につきましては、路盤工、舗装工に使用する予定であったコンクリート再生

骨材を確保できないことが判明したため、切り込み砂利に変更したこと。 

また、道路事業設計要領の一部改正により、カルバート工、排水工の作業土工数量に変

更が生じたことから、５１５万１,６００円増額となったものです。 

以上で、議案第６３号の内容説明を終わります。 

○議長（松政勝君） 議案第６３号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（松政勝君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２０ 議案第６４号 

○議長（松政勝君） 日程第２０ 議案第６４号財産の取得について（消防ポンプ自動

車）を議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

財政課長。 

○財政課長（阿部美幸君） 議案第６４号の内容説明をいたします。 

議案の３５ページをお開きください。 

本案は、財産の取得に当たり、予定価格が１,５００万円を超えるため、地方自治法第

９６条第１項第８号の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

最初に議案本文を朗読いたします。 

１、取得する財産の種類及び数量、消防ポンプ自動車１台。 

２、取得の方法、随意契約。 

３、取得価格、３,８６５万２,１２０円（内消費税及び地方消費税額２８６万３,１２

０円）。 

４、取得の相手方、札幌市東区苗穂町１３丁目２番地１７号、株式会社北海道モリタ、

代表取締役中川龍太郎。 

次に、本案提出に至るまでの経過について御説明いたします。 

入札の執行は６月６日で、株式会社北海道モリタ、田井自動車工業株式会社、株式会社

二二商会の３者による指名競争入札を行い、１回目の入札で３者とも予定価格に達せず、

続いて行った２回の再度入札においても、落札に至りませんでした。 

このことから、随意契約によることができる規定を定めた地方自治法施行令第１６７条

の２第１項第８号「競争入札に付し入札者がないとき、又は再度の入札に付し落札者がな

いとき。」の規定に基づき、３回目の入札で最低価格の入札者であった本案の株式会社北
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海道モリタと協議を行い、随意契約により記載の価格で、現在、仮契約中であります。 

なお、納期は翌年２月１３日までとしております。 

取得する財産の内容につきましては、議案資料で御説明いたします。 

議案資料の６９ページをお開きください。 

この消防ポンプ自動車は、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業により取得するもの

で、主要諸元は、車型、日野ＳＤＧ－ＦＤ7ＪＥＡＡ。乗車定員は６名。全長６.３５メー

トル、全幅２.２８メートル。全高２.７８メートル。総排気量６.４０３リットル。最大

出力２２０馬力となっています。 

消火装置関係ですが、性能は自治省制限の規定によるもので、消火装置は、水ポンプ装

置、水槽、圧縮空気泡消火装置等を搭載しています。 

水槽の容量は、９００リットルというものです。 

７０ページには、上から見た平面図のほか、側面図及び背面図を記載しています。 

以上で、議案第６４号の内容説明を終わります。 

○議長（松政勝君） 議案第６４号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（松政勝君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２１ 議案第６５号 

○議長（松政勝君） 日程第２１ 議案第６５号財産の取得について（高規格救急自動

車）を議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

財政課長。 

○財政課長（阿部美幸君） 議案第６５号の内容説明をいたします。 

議案の３６ページをお開きください。 

本案も、財産の取得に当たり、予定価格が１,５００万円を超えるため、地方自治法第

９６条第１項第８号の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

最初に議案本文を朗読いたします。 

１、取得する財産の種類及び数量、高規格救急自動車１台。 

２、取得の方法、指名競争入札による契約。 

３、取得価格、３,６８２万８,０００円（内消費税及び地方消費税額２７２万８,００

０円）。 

４、取得の相手方、標津郡中標津町東１６条北１丁目１番地、釧路トヨタ自動車株式会

社中標津店、店長荒牧重雄。 

次に、本案提出に至るまでの経過について御説明いたします。 

入札の執行は６月６日で、株式会社北海道モリタ、田井自動車工業株式会社、株式会社

二二商会、釧路トヨタ自動車株式会社中標津支店、帯広日産自動車株式会社中標津店の５

者による指名競争入札を行い、１回目の入札で落札いたしました。 

消費税及び地方消費税を除く最高入札価格は３,９６０万円、最低入札価格は３,４１０

万円で、最低入札者であります本案の釧路トヨタ自動車株式会社中標津店と現在、仮契約

中であります。 
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なお、納期は翌年２月１日までとしております。 

取得する財産の内容につきましては、議案資料で御説明いたします。 

議案資料の７１ページをお開きください。 

この高規格救急自動車は、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業により取得するもの

で、主要諸元は、型式、トヨタＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ。乗車定員は７名以上。全長５.

６５メートル。全幅１.８９５メートル。全高２.７２メートル。総排気量２.６９３リッ

トル。最大出力１５１馬力となっています。 

高度救命処置用資機材として、気道確保用資機材、自動体外式除細動器など一式。救急

用資機材として人工呼吸器や酸素吸入装置などの呼吸循環管理用資機材など一式となって

います。 

７２ページには、上から見た平面図のほか、側面図、正面図、背面図を記載していま

す。 

以上で、議案第６５号の内容説明を終わります。 

○議長（松政勝君） 議案第６５号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（松政勝君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２２ 議案第６６号 

○議長（松政勝君） 日程第２２ 議案第６６号財産の取得について（生活バス）を議

題といたします。 

内容について説明を求めます。 

財政課長。 

○財政課長（阿部美幸君） 議案第６６号の内容説明をいたします。 

議案の３７ページをお開きください。 

本案も、財産の取得に当たり、予定価格が１,５００万円を超えるため、地方自治法第

９６条第１項第８号の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

最初に議案本文を朗読いたします。 

１、取得する財産の種類及び数量、車両（生活バス）１台。 

２、取得の方法、備荒資金組合からの譲渡。 

３、取得価格、２,５１６万４,０００円（内消費税及び地方消費税額、１８６万４,０

００円）。２,５１６万４,０００円に、北海道市町村備荒資金組合が設定する利率で計算

された利子を加えた額が取得価格となります。 

４、取得の相手方、札幌市中央区北４条西６丁目、北海道市町村備荒資金組合、組合長

棚野孝夫。 

次に、本案提出に至るまでの経過について御説明いたします。 

本案は、平成２８年第１回定例会において、一般会計予算で債務負担行為として議決を

いただいております地域生活バス購入事業備荒資金組合車両譲渡事業で、北海道市町村備

荒資金組合からバス１台の譲渡を受けるものです。 

なお、納期は翌年３月１３日までとしております。 

取得する財産の内容につきましては、議案資料で御説明いたします。 
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議案資料の７３ページをお開きください。 

事業名は、平成２８年度生活バス購入事業。 

購入物品名、中型路線バス（ノンステップバス）になります。 

主要諸元は、型式、いすゞＳＫＧ－ＬＲ２９０Ｊ２。乗車定員は５８名。延長８.９９

メートル。全幅２.３メートル。全高３.０４５メートル。総排気量５.１９３リットル。

最大出力２１０馬力となっています。 

７４ページには、正面図、背面図、側面図を記載しています。 

以上で、議案第６６号の内容説明を終わります。 

○議長（松政勝君） 議案第６６号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（松政勝君） 質疑を終わります。 

ここで会議を１０分間休憩いたします。 

午後 １時５６分 休憩 

────────────── 

午後 ２時０６分 再開 

○議長（松政勝君） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２３ 議案第６７号 

○議長（松政勝君） 日程第２３ 議案第６７号財産の取得について（除雪グレー

ダー）を議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

財政課長。 

○財政課長（阿部美幸君） 議案第６７号の内容説明をいたします。 

議案の３８ページをお開きください。 

本案も、財産の取得に当たり、予定価格が１,５００万円を超えるため、地方自治法第

９６条第１項第８号の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

最初に議案本文を朗読いたします。 

１、取得する財産の種類及び数量、除雪グレーダー１台。 

２、取得の方法、指名競争入札による契約。 

３、取得価格、３,４２３万６,０００円(内消費税及び地方消費税額２５３万６,０００

円）。 

４、取得の相手方、標津郡中標津町緑町南２丁目３番地、コマツ道東株式会社中標津支

店、支店長村上文人。 

次に、本案提出に至るまでの経過について御説明いたします。 

入札の執行は６月６日で、コマツ道東株式会社中標津支店、キャタピラーイーストジャ

パン株式会社北海道支社道東支店の２者による指名競争入札を行い、１回目の入札で落札

いたしました。 

消費税及び地方消費税を除く最高入札価格は３,２８０万円、最低入札価格は３,１７０

万円で、最低入札者であります本案のコマツ道東株式会社中標津支店と現在、仮契約中で

あります。 



─ 41 ─ 

なお、納期は翌年２月２８日までとしております。 

取得する財産の内容につきましては、議案資料で御説明いたします。 

議案資料の７５ページをお開きください。 

この除雪グレーダーは、社会資本整備総合交付金事業により取得するもので、特殊自動

車排出ガス２０１４年基準対応車となります。 

主要諸元は、乗車定員１名。全長１３.０メートル以下。全幅３.５メートル以下。全高

３.８メートル以下。総重量２３トン以下。 

除雪性能は、フロントプラウによる最大除雪幅３.０メートル以上。最大除雪高５０セ

ンチ以上。路面整正装置による路面整正幅３.７メートル以上となっています。 

また、特別仕様としてシャッターつきバックカメラ一式を備えることとしています。 

７６ページには、上から見た平面図のほか、正面図と側面図を記載しています。 

以上で、議案第６７号の内容説明を終わります。 

○議長（松政勝君） 議案第６７号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（松政勝君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２４ 議案第６８号 

○議長（松政勝君） 日程第２４ 議案第６８号財産の取得について（移動図書館車

両）を議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

財政課長。 

○財政課長（阿部美幸君） 議案第６８号の内容説明をいたします。 

議案の３９ページをお開きください。 

本案も、財産の取得に当たり、予定価格が１,５００万円を超えるため、地方自治法第

９６条第１項第８号の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

最初に議案本文を朗読いたします。 

１、取得する財産の種類及び数量、車両（移動図書館車両）１台。 

２、取得の方法、備荒資金組合からの譲渡。 

３、取得価格、１,９０６万２,０００円（内消費税及び地方消費税額１４１万２,００

０円）。１,９０６万２,０００円に、北海道市町村備荒資金組合が設定する利率で計算さ

れた利子を加えた額が取得価格となります。 

４、取得の相手方、札幌市中央区北４条西６丁目、北海道市町村備荒資金組合、組合長

棚野孝夫。 

次に、本案提出に至るまでの経過について御説明いたします。 

本案は、平成２８年第１回定例会において、一般会計予算で債務負担行為として議決を

いただいております移動図書館車両購入事業備荒資金組合車両譲渡事業で、北海道市町村

備荒資金組合から移動図書館車両１台の譲渡を受けるものです。 

なお、納期は翌年３月１３日までとしております。 

取得する財産の内容につきましては、議案資料で御説明いたします。 

議案資料の７７ページをお開きください。 
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事業名は、平成２８年度移動図書館車両購入事業。 

購入物品名、別海町図書館移動図書館車。 

主要諸元は、型式、トヨタＸＺＵ７２０－ＴＱＦＱＢ３。乗車定員は３名。全長６.８

メートル以内。全幅２.２２０メートル以内。全高２.９５メートル以内。総排気量４.０

０９リットル。最大出力１３６馬力となっています。 

なお、積載冊数は２,５００冊以上となります。 

７８ページには、上から見た平面図のほか、側面図と背面図を記載しています。 

以上で、議案第６８号の内容説明を終わります。 

○議長（松政勝君） 議案第６８号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（松政勝君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２５ 議案第６９号 

○議長（松政勝君） 日程第２５ 議案第６９号辺地に係る公共的施設の総合整備計画

の策定についてを議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

財政課長。 

○財政課長（阿部美幸君） 議案第６９号の内容説明をいたします。 

議案の４０ページをお開きください。 

議案第６９号辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について。 

本件につきましては、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に

関する法律第３条において、辺地の公共的な施設を整備しようとするときは、あらかじめ

都道府県知事と協議の上、議会の議決を経て、当該辺地に係る公共的施設の総合的な整備

に関する財政上の計画を定め、これを総務大臣に提出しなければならないと規定されてい

ることから、総合整備計画の策定について、議会の議決を求めるものであります。 

なお、北海道知事との協議については、事前に終了していることを申し添えます。 

今回、総合整備計画を策定するのは走古丹及び奥行の二つの辺地です。 

４１ページをお開きください。 

走古丹辺地の総合整備計画です。 

辺地の人口１７０人、面積６.５平方キロメートル。 

辺地の概況のうち、辺地を構成する字名、別海町走古丹。辺地の中心の位置、野付郡別

海町走古丹２番地９８。辺地度点数、３３０件。 

整備を必要とする事情は、下水道について、施設の老朽化に伴う事故・機能停止は社会

生活に重大な影響を及ぼすため、改築・更新を効率的に進める必要があるというもので

す。 

整備計画期間は、平成２８年度から平成３２年度までの５年間となります。 

施設名は、下水道（特定環境保全下水道事業）。事業主体名は別海町。事業費５,９０

０万。財源内訳は、一般財源が５,９００万円。一般財源のうち辺地対策事業債の予定額

を２,９５０万円とするものです。 

次に、４２ページをお開きください。 
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奥行辺地の総合整備計画です。 

辺地の人口１４５人、面積６２.５平方キロメートル。 

辺地の概況のうち、辺地を構成する字名、野付郡別海町奥行。地域の中心の位置、野付

郡別海町奥行１６番地２２。辺地度点数、１８７点。 

整備を必要とする事情は、産業近代化について、農業経営の近代化を図るために安定し

た用水の供給が必要であるというものです。 

整備計画期間は、平成２８年度から平成３２年度までの５年間となります。 

施設名は、産業近代化（環境保全型かんがい排水事業）。事業主体名は国。事業費３９

億４,２６５万４,０００円。財源内訳は、特定財源が３８億５,５７５万３,０００円、一

般財源が８,６９０万１,０００円。一般財源のうち辺地対策事業債の予定額を８,６９０

万円とするものです。 

以上で、議案第６９号の内容説明を終わります。 

○議長（松政勝君） 議案第６９号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（松政勝君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２６ 同意第２号 

○議長（松政勝君） 日程第２６ 同意第２号別海町教育委員会委員の任命についてを

議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

別海町長職務代理者別海町副町長。 

○別海町長職務代理者別海町副町長（佐藤次春君） 同意第２号について御説明申し上げ

ます。 

本件につきましては、別海町教育委員会委員の任命について議会の同意を求めるもので

ございます。 

現在、本町の教育委員会委員は、委員長であります別海の大塚保男さん、委員長職務代

理者として別海の木村江里さん、そして尾岱沼の伊勢浩子さん、それに真籠教育長、ま

た、さらには西春別駅前の上田茂さんの５名の方々にお願いをしていたところでございま

すが、御承知のとおり、上田茂委員が本年３月７日に亡くなりになられたことから、別海

町教育委員会委員として、新たに粥川一芳さんを任命したいというものでございます。 

粥川さんは、「西春別駅前曙町６番地の１１２」にお住まいで、「昭和２６年２月１４

日生まれ」の満６５歳でございます。 

主な経歴等について若干申し上げます。 

粥川さんは、昭和４４年に中標津高等学校卒業後、当時の西春別農業協同組合に入所さ

れました。 

平成２年には管理部長、平成１５年からは参事職の要職につかれ、また、平成２１年４

月からは道東あさひ農業協同組合常勤監事として、長年の農協勤務で培った手腕を発揮さ

れました。 

以後、本年の６月７日に退任されるまで、通算して４７年間にわたり、農業協同組合の

発展に御尽力されたところでございます。 
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粥川さんは、温厚なお人柄で、地域からの人望も厚く、人格、識見ともに立派な方で、

教育委員会委員に適任であると考えているところでございます。 

なお、任期は「前任者の残任期間」ということで、「同意をいただいた日から平成３０

年１０月１１日まで」でございます。 

ぜひ、皆様の御同意を賜りますようお願いを申し上げます。 

以上でございます。 

○議長（松政勝君） 同意第２号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行いま

す。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（松政勝君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２７ 報告第１号 

○議長（松政勝君） 日程第２７ 報告第１号平成２７年度別海町一般会計繰越明許費

繰越計算書についてを議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

なお、本件は報告のみでありますことを申し添えます。 

財政課長。 

○財政課長（阿部美幸君） 報告第１号の内容説明をいたします。 

議案の４４ページをお開きください。 

本件につきましては、平成２７年度別海町一般会計補正予算（第５項）及び（第６号）

で設定した繰越明許費について、その全額を平成２８年度へ繰り越しとする繰越計算書を

調製したので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、議会に報告するもので

す。 

４５ページ、こちらが繰越明許費繰越計算書となります。 

１１の事業を繰り越しますが、金額に対し、全額を繰り越し、財源内訳は未収入特定財

源及び一般財源となります。 

まず、２款総務費、１項総務管理費は８件で、事業名、自治体情報セキュリティー強化

対策事業で、翌年度繰越額は７,８００万円。財源内訳は、国庫支出金が６２５万円、町

債が７,１６０万円、１５万円が一般財源です。 

次の段から７件は、地方創生加速化交付金事業です。 

事業名、中標津空港輸送安全確保対策事業は、翌年度繰越額が１６万円。財源内訳は１

６万円全額国庫支出金です。 

次の段、観光振興外部専門家招聘事業で、翌年度繰越額は９１６万４,０００円。財源

内訳は９１６万４,０００円全額国庫支出金です。 

次の段、都市と田舎を結ぶ交流推進事業で、翌年度繰越額は２０８万円。財源内訳は２

０８万円全額国庫支出金です。 

次の段、体験型観光推進事業で、翌年度繰越額は２９万４,０００円。財源内訳は２９

万４,０００円全額国庫支出金です。 

次の段、誘客交流推進事業で、翌年度繰越額は２０４万円。財源内訳は２０４万円全額

国庫支出金です。 

次の段、大学ゼミ合宿誘致事業で、翌年度繰越額は３万円。財源内訳は３万円全額国庫
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支出金です。 

次の段は、事務経費で、翌年度繰越額は５万２,０００円。財源内訳は５万２,０００円

全額一般財源です。 

次に、３款民生費、１項社会福祉費、事業名、高齢者向け臨時福祉給付事業で、翌年度

繰越額は５,００７万２,０００円。財源内訳は５,００７万２,０００円全額国庫支出金で

す。 

次に、８款土木費、２項道路橋梁費、事業名、防衛施設周辺障害防止事業は、矢臼別演

習場土砂流出対策工事に係る経費で、翌年度繰越額は９５５万円。財源内訳は９５５万円

全額その他特定財源です。 

続いて、１０款教育費、２項小学校費、事業名、小学校校舎等改修事業は、上西春別小

学校校舎・講堂改修工事に係る経費で、翌年度繰越額は１億３,６６８万４,０００円。財

源内訳は、国庫支出金が３,３６６万６,０００円、町債が９,３６０万円、９４１万８,０

００円が一般財源となります。 

翌年度繰越事業は１１事業で、繰り越しの合計は、金額で２億８,８１２万６,０００

円。翌年度繰越額も同額で２億８,８１２万６,０００円です。 

未収入特定財源内訳は、国庫支出金が１億３７５万６,０００円、町債が１億６,５２０

万円、その他特定財源が９５５万円、一般財源が９６２万円です。 

以上で、報告第１号の内容説明を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２８ 報告第２号 

○議長（松政勝君） 日程第２８ 報告第２号平成２７年度別海町一般会計事故繰越し

繰越計算書についてを議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

なお、本件は報告のみでありますことを申し添えます。 

財政課長。 

○財政課長（阿部美幸君） 報告第２号の内容説明をいたします。 

議案の４６ページをお開きください。 

本件につきましては、平成２７年度において、年度内に支出負担行為をしたものの、避

けがたい事故のため支出を終わらなかったものについて、平成２８年度で繰り越しとする

繰越計算書を調製したので、地方自治法施行令第１５０条第３項の規定により、議会に報

告するものです。 

４７ページ、こちらが事故繰越し繰越計算書です。 

今回繰り越したのは、２款総務費、１項総務管理費、住宅用太陽光発電システム導入助

成事業で、翌年度繰越額は２０万円。財源内訳は一般財源となります。 

なお、事故繰越しとなった理由につきましては、システム設置後に、電力会社で整備す

る充電設備の設置に時間を要し、発送電が開始されなかったことから、年度内での設置報

告書の提出ができなかったことによるものであります。 

以上で、報告第２号の内容説明を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎散会宣告 

○議長（松政勝君） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

本日はこれで散会します。 
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なお、この後、議案調査のため各常任委員会が開催されますので、よろしくお願いいた

します。 

皆さま大変御苦労さまでございました。 

 

散会 午後 ２時３３分  
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 上記は、地方自治法第１２３条の規定により会議の次第を記載したもので

ある。 
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